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ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
州
か
ら
、
そ
の
北
部
が
分
離
し
、
ジ
ュ
ラ
州
と
い
う
新
州
が
誕
生
し
た
の
は
一
九
七
九
年
一
月
一
曰
の
こ
と
で
あ
る
。
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テ
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し
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。
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四六
本稿は、この「ジュラ問題」Ｃ口ののロ・ロ］巨日のの】のロロのと一般に呼ばれるジュラ分離運動を材料しこて、アイデンティテ
ィの諸問題を考えるものである。
本稿の目的は大別して二つある。
ジ
ュ
ラ
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
〃
差
異
軋
繰
〃
を
平
面
上
の
静
止
的
探
究
と
共
に
、
時
間
の
軸
上
で
注
意
深
く
追
う
こ
と
。
そ
れ
ら
の
多層的、多面的な背景をこの機会に出来るだけ詳しく記録しながら、「出来事」の意味付けのなされかたを分析する
こ
と
。
こ
れ
が
一
つ
の
目
的
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
歴
史
研
究
で
も
な
い
し
歴
史
的
研
究
で
も
な
い
。
も
う
一
つ
の
［
曰
的
は
、
し
か
し
、
ジ
ュ
ラ
問
題
を
た
ん
に
現
象
些
し
て
の
社
会
・
政
治
問
題
と
し
て
外
側
か
ら
の
み
捕
ら
え
る
の
で
な
く
、
こ
の
運
動
の
動
因
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
円
環
と
い
う
地
平
に
置
き
直
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
出
運
動
の
内
的
構
造
を
探
り
出
す
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
、
と
く
に
わ
た
し
た
ち
は
ジ
ュ
ラ
問
題
に
か
か
わ
っ
た
文
学者たちにも着目してみた（「六文学・証言）。彼らのさまざまな証一一一一口がわたしたちの論考のたすけになると考えた
か
ら
で
あ
る
。
た
ん
に
〃
政
治
〃
と
か
〃
社
会
〃
と
い
う
外
在
的
タ
ー
ム
に
単
純
化
さ
れ
て
見
ら
れ
が
ち
な
こ
の
種
の
運
動
に
〃
人
間
〃
を
流
し
込
み
、
平
行
的
に
こ
の
運
動
か
ら
創
造
活
動
を
汲
み
揚
げ
、
い
わ
ば
実
存
的
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の
可
能
性
、
不
可
能
性
に
挑
ん
だ
の
が
彼
ら
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
言
説
の
中
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
存
在
様
式
の
模
索
を
探
り
、
か
つ
、
そ
の
試
み
を
批
判
（１） 
ジュラ］ロ【囚はゆるい弧を描いたフランスとスイスの国境をなす山岳地帯の名称である（図１１参照）。
南北の長さおシよそ一一一○○肋、東西の幅五○ｍの三曰月形のゆるい弧を描いた形状をしている。この山脈のフラン
ス側はドゥー県己・弓の、アン県シ旨、ジュラ県］自国にまたがり、スイス側はジュネーヴ州○の扇ぐの、ヴォー州ぐ囚呂、
ヌシャテル州ｚの巨呂碑の｝、ベルン州団の曰、ゾロトゥルン州の。］・【盲目、アアルガウ州毎日、目、シャフハウゼン州
のＯ冨廟冨巨の①ロにかかっている。この山並の中央からや湧北にかけた部分は、スイス内ではベルン州の北部を覆って
いた。少なくとも一九七八年一一一月一一一一曰までは。その部分は「ベルンジュラ」］貝四ヶの目白のと一般に限定的に称さ
れていたが、本稿では主題がもっぱらこの地方に限られるので、たんに「ジュラ地方」］日四とも呼ぶことにする。
この地勢的なことは、ここに住む人々にとって極めてシンボリックな使われ方をするのだがそのことは六（文学・
証言）でおもにふれる予定である。
（２） 
このジュラ地方はスイスのフーフンス語圏の一部を形成する。一方ベルン州の支配的一一一一口語はドイツ語（州人口の七
七・五軒の母語）である。したがって、ジュラ地方はベルン州内では一一一一口語上のマイノリティ差異をしめす地域である。
また、面積的にも人口的にもベルン州からはマイノリティである（その他、のちに考察するさまざまの特質から）ジ
ュラ地方の人々を自他共に〃有徴〃であるとする観念が生まれ、ついにこの地方の一部がベルンから分離するという
問題を引き起こしていくのである（図１２参照）。
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ドイツ語・フランス語言語国境図２
このジュラ州（「北」）は面積八一一一七・四七㎡（東京都一一三区の約一・四五倍）人口は六四、六四五人（一九八六年一
月一曰現在）で、元のベルン州全体の面積にして約一一一許、人口にして約六・八割が分離したことになる。スイス全
体の、面積にして一一・○軒、人口にして一・一軒を占める州である。州都はドゥレモンロの示日・日（人口一一、六八
（４） 
一一人）。州内のコミューヌ（市町村）の数八一一。〈地区〉は一一一つに分かれる。ドゥレモン地区Ｃの］の日・員（人口一一一一、
八七一一一人）、ポラントリュイ地区勺・ロの貝【三（一一一一一、九三九人）フランシュⅡモンターニュ地区同【目＆①の‐
之［・ロ己四〕のの（八、八一一一一一一人）である。なおこの州はフランスと一一二ｍの国境を接し、国内の他の州（ベルン州、
バ
ー
ゼ
ル
州
、
ヌ
シ
ャ
テ
ル
州
）
と
の
州
境
の
総
廷
長
二
一
ｍ
よ
り
長
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
地
方
の
歴
史
を
見
る
上
で
か
な
り
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
地
方
の
地
誌
的
な
面
に
つ
い
て
は
四
で
ふ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ベ
ル
ン
州
の
な
か
か
ら
ジ
ュ
ラ
州
が
分
離
誕
生
し
た
。
こ
の
時
ジ
ュ
ラ
地
方
は
の
ち
に
詳
し
く
見
る
と
お
り
二
つ
に
分かれ、北半分のみがジュラ州となり、南半分はベルン州に残留した（図１３参照）。
本稿では、分離した部分を「北ジュラ」］巨日‐三・ａあるいはたんに「北」と呼び、残留した部分を「南ジュラ」
（３） 
］貝四‐の口。あるいはたんに「南」と呼ぶことにする。その総称が上記の「ジュラ地方」（ベルンジュラ）ということに
なる（図１４参照）。
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フミープ二Ｚ司里 ま厄
図３ スイス全図とジユラ地方位置図（1989年現在）
五
○
図４ジュラリ111ならびにペルンリ１１１内ジュラ地方（南ジュラ）のく地区〉
（1989年現在）
ス
イ
ス
で
の
「
州
」
の
概
念
は
と
く
く
つ
に
注
意
を
は
ら
っ
て
理
解
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
州
は
カ
ン
ト
ン
Ｏ
囚
昌
・
貝
（５） 
【囚皀さ目の訳語であるが、フランスに存在する〈カントン〉（｜般に郡と訳される）やルクセンブルグなどにある行
政
上
の
小
区
画
と
は
本
質
的
に
異
な
る
独
立
的
自
治
体
で
、
理
念
的
に
も
実
際
に
も
、
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
に
も
そ
の
規
定
が
あ
る
よ
う
に
「その主権が連邦憲法によって制限されない限り、主権を有し、且つ連邦権に委ねられていないすべての権利を、主
（６） 
権者として行使する」。カントンは独自の憲法、政府、議今玄を持ち、ひとつの「国」にかなり近い（われわれの知る
限りでは、カナダの州はこの数年でかなりスイスに似てきたが、アメリカ合衆国は、独立当時は別として、また理念
上
は
別
と
し
て
、
州
権
は
中
央
に
対
し
て
必
ず
し
も
対
抗
的
で
な
く
、
な
に
よ
り
、
強
大
な
中
央
権
力
が
そ
こ
に
支
配
し
て
い
る
）
。
例えば、新生ジュラ州も正式名称は《ジュラ共和国。州》閃、已巨豆ロロ①の（６口貝８ｓ］巨日へ閃の己弓］房巨＆【囚昌。ご
］巨日である。その理念的意味は、「ジュラ共和国がスイス連邦の一員として加盟している」と読みかえられるもので
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
が
問
題
に
す
る
こ
の
分
離
運
動
も
き
わ
め
て
独
立
運
動
に
近
い
性
格
を
持
ち
、
た
ん
に
、
行
政
上
の
分
割
と
か
変
更
な
ど
と
い
う
事
務
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
カントンの下にいくつかの〈地区〉（＆の三Ｒへ国の凶【丙）がありそれらはさらにコミューヌ（市町村）（８日目目のへ
（７） 
の①日①一己Ｑの）にわかれる。しかしこの中央集権的な説明の仕方はスイスではさけた方がよい。実態はコミューヌが寄
り
集
ま
っ
て
カ
ン
ト
ン
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
上
」
か
ら
「
下
」
へ
し
か
矢
印
の
向
か
な
い
曰
本
の
よ
う
に
、
国
家
が
暗
黙
の
前
提
と
な
る
地
点
か
ら
は
、
ジ
ュ
ラ
問
題
は
理
解
し
に
く
い
。
例
え
ば
、
連
邦
憲
法
に
は
「
州
民
は
す
べ
て
ス
イ
ス
国
民
で
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五一
三「州」
「北」と「南」の比較・対比を中心にして、この地方の地誌を概括しておきたい。これは、歴史的経緯などでも見
ることであるが、地誌についても両地域の差異に力点を置くか、同一性に力点を置くか、という問題があって、後に
述べる「南」「北」対立に関係して重大な意味を持ってくる。たとえば、「ジュラの水は地中海に注ぐ。ベルンの水は
北海に到る」という表現は、たんなる地理の説明にとどまらない「意味」を持ちうる。そして、その延長戦上に「ジ
ュラ人はフランス語を喋る。ベルン人はドイツ語を喋る」というような事実を、ある概念にまで変質させる〃なにも
地勢的には南北ともジュラ山脈（中央ジュラの北端部と北ジュラにあたる）の中に位置づけられることは一一一一口うまで
もないが、「南」はピエンヌ湖から急に立ち上がる起伏の激しい山並（一一一一○○腕～一五○○腕の山頂部と五○○腕
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五二
（８） 
ある」とあり、あきらかに、州民を主体にして国民を規定している。それも〕権利の規定の色合いが濃いのである。す
なわち「スイス国民」というものはアプリオリに存在しない。また、曰本のように村が合併して町に、町が寄り合っ
て市になるいわゆる市町村合併がむしろ当然だとみなされる国、そういう地点からもジュラ問題のような、規模の縮
小を必然的に伴う分離運動の理念は捕らえられない。おそらく、わが国のこの種の拡大・膨張志向（企業合併なども
含めて）やスケール・メリットの原理が伝統的に、かつ暗黙に「善」とされる風土は、少なくとも、この点に限って
言
え
ば
ス
イ
ス
と
対
極
に
あ
る
文
化
規
範
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
のか〃が生れうるのである。
四
地
誌
＊
 
森はジュラのシンボル的イメージである。ケルト語の］貝】（森）から採られたラテン語の］ロ１国にその名の由来が
あると一一一一口われるジュラはアルプス地方とは全く異なり岩山も氷河もなく最高地点でも一七○○メートルほどの森林地
帯で、渓流が至る所に流れる湿潤な地方である。
森林面積比という点では、「北」より「南」のほうが多く、農業、牧畜の面からは、「北」のほうが「南」に勝って
～七○○厨の谷部の繰り返し）が支配的であるのに対して、「北」は山並が落ち着き、特に、ポラントリュィを中心
とする、いわゆるアジョワ地方量・】のは卓状ジュラ］ロ日己宮］胃①とよばれる平均標高約四一一一○腕の台地である。ま
たドウレモン｜帯は、平均標高四五○厨の平らで広い谷地となっている。またフランシュⅡモンターニュは標高一○
いずれのジュラにも、時計、金属、繊維、機械、靴、セメント、家具などの産業はあるにはあるが、そのすべてが
中小企業的なものにとどまる。
例えば、ジュラ州には、従業員数一○○人を超える企業は二六社しかなく、その内の最大の企業（句・］・団巨月巨の伜
口のの．シ）タバコ製造、国・ロ８口寓在）でも、その従業員数は五一一一一一人である。またこの一一六社のうち九社が時計製造
で、さらにジュラ州全体で見れば、企業数一六六の内九一社がこの業種である。就業人口からみても、一一一九・四割が
何らかの形で時計工業に関係している。しかし、その比率は年々減少し、エレクトロニクスなど先端産業にとって変
（９） 
た
ド
ゥ
レ
モ
ン
｜
帯
は
、
○○厨の高原である。
わられつつある。
次に、生活水準であるが、基本的に、スイスは現在世界一
ジ
ュ
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い》ＣＯ
（、）
の高所得国である（国民一人当たりの平均年収は曰本が
五三
実際に分離してジュラの人々を抱え込んだ最大の経済問題は、｜人当たりの税負担の重さであった。スイス平均の
指標を一○○とすると、ジュラ州は現在、一四三・七で、スイスで一番高く、最も低いのが、やはりシーク州の五
〈皿）
七・八となっている。とくに個人負担が高く、ベルン州が一一二一の指標に留まっているのと対象的である。
ジュラ分離決定投票から一○年たった一九八四年、また、国民投票（ジュラ州加盟による連邦憲法改正の是非を問
ベルン離れを願い自治運動Ⅱ分離運動に立ち上がった人々はジュラに歴然として見られる「低所得」の原因がベル
ン側への経済集中という構造にあるとし、自らを被害者と規定した。逆に、反分離に立ち上がった人々はこの構造が
現実である以上、ベルンにより接近をはかることこそがジュラの地場産業育成、活性化に必要なのだという立場を取
った。これは植民地における独立派と従属派とにみられる論争と類似した論争かもしれない。しかし、いずれも、か
ならずしも経済構造の客観的分析からなされた主張ではなかった。分離派、反分離派の大義の一つにつかわれたアジ
ジュラ問題ｌアイデンティティ研究序説（上一
五四
約一八○万円に対してスイスは二五○万円でアメリカの二四五万円の上に位置している）ことを踏まえる必要はある
が、しかし、ジュラ州はスイス内で相対的に一番貧困な地域である。平均年収は一人あたり約一九○万円程度となっ
（ｕ） 
ている。ベルンに残った「南」はスイースの平均をやや下回る程度であるが、ベルン市を含むベルン地区には及ばない。
また、スイス内で一番豊かなシーク州Ｎ・后は四一七万円という年収で、この州間の格差は主に、農業地帯を抱えて
いない都市州ともいえるシークに有利に働いているのが原因とは言え、実はジュラ問題を考えるときに人々のピヘヴ
ィャに多大な影響を与えた。簡単に一一一一口えば、分離に賛成派も反対派もこの経済格差を大きな論点の一つにしたのであ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
る
◎ 
（皿）
う）から一○年たった一九八八年にその収支決算とも一一一一口うべきメロのがあちこちで見られたがその評価は相変わらず主
観
的
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
え
な
か
っ
た
。
数字の上では、分離前に比べてジュラ州は残留ジュラ（ベルン州ジュラ）よりやや経済、人口の点では向上したと
（ｕ） 
分離主義者は勝利宣一一一一口風にいうが、統計的には必ずしも「好調」ではない、と一一一一口われている。とくに残留ジューフはベ
ルン州では結果として人口にして七替弱しか占めないマイノリティになってしまったため、いまやベルン全体のファ
クターと画然とは区別して把握できないプラス・マイナスがあり、分離と残留のジュラの比較はいきおい都合の良い
局
所
拡
大
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
政治的な面ではいわゆる中央ジュラ（ヌシャテル州の北部と南ジュラ）はスイスの中では最も革新的地域として知
（西）
られているが、そのなかでも「南」はいわゆる左派政党への投票率がスイス｜である。「北」出〕決して保守的な州で
はない。その憲法の第一条には「ジュラ共和国は友愛を基調とする民主社会国家である」とうたいスイスで最も進歩
（肥）
的な憲法を持っているといわれている。ジューフ州の一九八六年のデータでみると、勺□０（キリスト教民主党）一一一
四・○二許、℃Ｆ閃（自由党）一一九・○九評、□□０（中央民主連合）一・七五許、句の］（ジュラ社会党）一八・七一一一
軒、勺Ｏ四（中立キリスト教社会党）一一・九七割、勺○勺（労働・人民党Ⅱ共産党）二・○六軒、Ｏの（社会主義闘争
党）一一・三七評という得票率である。しかし、この政党と分離運動には必ずしも明確な相関関係がなかった。むしろ
人々が支持政党を離れて個別に分離、反分離の立場にたったことはある意味ではこの問題の複雑さをかなり軽減した。
とくに分離後の政体の主導権争いに分離運動への貢献度とか功績などというものが入り込むことはなかった。政治的
な意味で党派的に動くということがなかったのは、国是のわりあい一致したスイスでは一般的傾向でもあるが、ジュ
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
五五
ジュラ地方は九世紀の終わりごろまでは、ローマ帝国領土だったりブルゴンド族、フランク族の住む地方だったり
し
た
が
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
が
成
立
す
る
に
及
ん
で
、
そ
の
領
地
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
支
配
形
態
は
極
め
て
ゆ
る
い
あ
い
ま
い
な
も
ので住民に直接利害関係があったのは狭い地域の領主にあたる支配者であった。たとえば、ムーチエⅡグランヴァル
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
五六
ラ問題にもそれが反映したとすると、この分離運動の性格を既存の政治的・党派的イデオロギーから分析することは
とくに慎まなくてはならない。
す
－
「ケベック州代表ど・：…」
ド
ア
に
二
人
の
中
年
紳
士
が
立
っ
て
い
る
。
二
人
と
も
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
。
ス
エ
ス
ペ
ロ
ン
す
－
ズ
ラ
「：：：スイスのベルン州ジュラ地方代表でござい」
ズ
ラ
ろ
－
ほ
－
お
ん
な
づ
か
げ
え
う
ラ
ン
シ
し
や
ぺ
ぐ
フ
ラ
ン
シ
し
や
「ケベックとジュラ。両方ども同じ問題は抱えで居る。［：：：〕どっちもフランス語は喋繰る。フランス語を喋
ぺ
ぐ
た
ん
め
ま
わ
り
つ
－
そ
－
す
－
み
ん
ぞ
ぐ
え
う
ラ
ン
シ
え
つ
ぼ
ん
か
ち
ま
り
繰る為に、周囲から見っ一一一口うど、少数民族に成って居る。んで、どっちもフランス語で一本化してえ、つまり、
こ
ぐ
ズ
ラ
ペ
ロ
ン
す
－
し
も
え
ケ
ベ
ッ
ク
／
は
カ
ナ
ダ
国
が
ら
、
ジ
ュ
ラ
地
方
は
ベ
ル
ン
州
が
ら
分
離
独
立
ぱ
為
て
え
も
ん
だ
と
思
っ
て
居
る
」
五
ジ
ュ
ラ
州
創
出
丼
上
ひ
さ
し
（Ⅳ） 
ち
り
ち
り
づ
ん
で
Ｉ
く
し
よ
『圭口里吉里人』第九章
しかし、バーゼルの司教領（正式には司教公国）での封建支配技術はとくに高度なものでなかった。司教領の支配
体制は、時代と地域で多様なため、一律に述べることがむづかしい。しかし、このジュラ問題の視点からは次のこと
を確認しておけばよいだろう。司教領は神聖ローマ帝国の支配下にあったが、この遠隔操作に必ずしも従順でなく、
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
五七
三・具】①Ｒｌｏ『臼弓巴（現在のムーチエ〈地区〉にほぼあたる）はここにあった修道院領地であった。
この領地を西暦九九九年にブルゴーニュのルドルフ一一一世がバーゼルの司教アダルベーロシ＆｝ず①【・二世〔九九九年
から一○二五年まで司教在位〕に献上する所からジュラ地方の複雑な歴史が始まる。
バーゼルの司教領はその後、三世紀ほどに渡って徐々にその領土を周辺に増やし続け、現在のジュラ地方と呼ばれ
るほぼ全域をカヴァーするに至る。この南進がピエンヌ（ビール）国の目の田巨湖で止まったのは一一一一五一一一年に「ス
イス」に八番目の州として加盟したベルン州が既に湖の北側までの領土を確定し、「スイス」を形成しつつあったか
らであり、またもっと重要な理由として一一一一口語の国境がそこに存在していたからだとおもわれる。この言語国境は、ス
イスの西部でラテン語が俗化（フランス語化）していく過程で、これに対して北からのアレマン族がアァレ川に沿っ
て侵入しスイスの一一一一口語がゲルマン化した時にも破られなかった。これは、ジュラ山脈の壁が文化の要害になっていた
証である。こういう点にもジュラ人の中に守りのシンボルとしてのジュラと言う意識が深層的に働いていると一一一一口えよ
アフ。
ている。
（旧）
後に分断する南北ジューフは少なくともこの時点では領土的にも一一一一口語的にもまた宗教的にも一つだった。さらにベル
ンとも無関係の独自の地方だった。またバーゼルの歴史とも没交渉である。バーゼルは一五○一年にスイスに加盟し
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
一
五八
司教は常に、影響力を弱めようと試み、それはしばしば成功していたこと。従って、ここではテル伝説を紡ぎ出すよ
うな、ハプスブルク家へのリアルな抵抗感なく統治は推移していった。もうひとつは、司教公国内は、実質的には、
教会。修道院参事会だけでなく「貴族」と呼ばれていた世俗の領主、地主を始めとし、いわゆる第三身分と呼ばれる
ブルジョワ（ピエンヌ、ラ・ヌーヴヴィル、ドゥレモンなどの町代表）、自由村の代表、他の州の領土のためそこに
派遣された代官などによる混合支配が機能し、住民とバーゼル司教との直接の関係を緩やかなものとしていたこと。
この一一一段支配は、ジュラの住民にとって、彼らのアイデンティティを侵すような意味での抑圧者を差異化し抽出する
には、複雑かつあいまいな領域が大きすぎた。それは、彼らのアイデンティティの無自覚的自律性とも一一一一口えるし、一
方差異の混沌状態ともいえる。
こういう中で、ピエンヌ囚①目の、ラ・ヌーヴヴィル百三のロぐの三］の、ディエスロ】の⑪の①、オルヴァン。］ノョエルゲ
ル同【ぬ口の一、サン・チミエの庁」目の【など、ベルン州に地理的に接する町や村（従ってバーゼルから遠隔地）が、一方
（四）
で隣のベルンと同盟を結び始める。もっと出〉これはあくまで、一種の相互安全保証の同盟であるから、宗主あるいは
領主の鞍替えではない。例えば、ムーチエを例にとると、領主の権益をめぐって、司教座聖堂参事会に選ばれた人物
がベルンからの横槍で追われそうになり、それに対抗して立ち上がった住民にベルンは武力介入をしこれを鎮圧にか
かった。このような場合、ベルンの威圧に対処するため、親ベルンではなくても、敵対するよりも同盟を結ぶことで
支配Ⅱ従属関係を避け、かなりの緊張関係を維持しつつも、司教領の枠内で自治を保持していくのである。ムーチエ
はこのようにして、一四八六年四月二九曰ベルンと都市間同盟を結んだ。ベルンに接する南ジュラは必然的に北とは
異なる保身を要したのである。この南北の差異は、ベルンとの位置関係の差の質的変換であり、その質の差異が後の
さ
ま
ざ
ま
な
差
を
波
及
的
に
産
み
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
’六世紀に入って宗教改革の波がこの地に及ぶとベルンがいち早くプロテスタント化した。この影響を
受けて
、同
盟
を
結
ん
で
い
る
南
ジ
ュ
ラ
か
ら
改
革
が
進
み
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
協
力
者
ギ
ョ
ー
ム
・
フ
ァ
ー
レ
ル
の
熱
心
な
布
教
と
あ
い
ま
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
急
速
に
ジ
ュ
ラ
全
域
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
北
上
し
て
行
っ
た
宗
教
改
革
の
波
は
南
下
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
死
守の波に妨げられ、今の南北ジュラの境で均衡した。「北」はかえって団結を強くして、司教の宗教上・世俗上の権
益を支持した。カトリックの防戦が可能だったのは皮肉なことにバーゼル司教の失墜だった。プロテスタント化した
バーゼルから追われたグルンデルシャイム司教は北ジュラのポラントリュイに司教座を移したからである。
一
時
は
宗
教
改
革
の
た
め
に
大
混
乱
に
陥
っ
た
ジ
ュ
ラ
地
方
を
さ
ば
い
て
い
っ
た
の
が
一
五
七
五
年
に
司
教
に
選
ば
れ
た
ブ
ラ
レ
ル
・
フォン・ヴァルテンゼー四日①円く○口三四］芹のロの①のであった。まず、反改革を進めるために、当時まだカトリックに留
ま
っ
て
い
た
ス
イ
ス
の
七
つ
の
州
と
同
盟
を
結
び
、
ド
ゥ
レ
モ
ン
な
ど
ジ
ュ
ラ
の
た
い
て
い
の
町
が
、
す
で
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
し
て
い
た
バ
ー
ゼ
ル
と
結
ん
で
い
た
盟
約
を
破
棄
さ
せ
、
ヌ
ー
ヴ
ヴ
ィ
ル
、
ム
ー
チ
エ
な
ど
が
ベ
ル
ン
と
手
を
切
る
よ
う
画
策
し
た
。
ま
た
ム
ー
チ
エ
や
タ
ヴ
ァ
ン
ヌ
を
反
改
革
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
つ
つ
、
ビ
エ
ン
ヌ
を
取
り
引
き
の
材
料
に
し
て
、
ベ
ル
ン
が
こ
の
町
と
の
同
盟
を
破棄するなら、カトリック側も手を引くとした、「ビエンヌ交換条約」囚の］①Ｈ弓目のＯ｝昏四己の一を一五九九年にベルン
相
手
に
結
ん
だ
り
し
た
。
こ
れ
は
ピ
エ
ン
ヌ
の
怒
り
を
買
い
、
結
局
発
効
し
な
か
っ
た
。
ビ
エ
ン
ヌ
な
ど
南
部
は
か
え
っ
て
宗
教
改
革
を
つ
よ
く
す
す
め
た
。
司
教
領
ジ
ュ
ラ
全
土
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
す
る
の
は
く
い
止
め
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
南
北
ジ
ュ
ラ
は
宗
教
的
に
二
つ
の
別
な
地
域
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
「
南
」
は
益
々
ベ
ル
ン
と
の
結
び
付
き
を
強
め
、
相
対
的
に
「
北
」
と
の
結
び
付
き
を
緩
く
し
て
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
五九
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
）
六○
いった。また、近代国家的な政治・行政の技術も進んできたため、人々の国家観も中世的な暖昧なものから、意識的
な
も
の
に
変
化
を
し
、
そ
の
こ
と
も
、
ジ
ュ
ラ
的
な
北
と
ベ
ル
ン
的
な
南
と
の
離
反
に
拍
車
を
か
け
た
。
け
れ
ど
も
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ジ
ュ
ラ
全
体
は
相
変
わ
ら
ず
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
遠
隔
操
作
を
う
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
領
の
枠
組
み
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
ス
イ
ス
同
盟
と
の
国
境
は
相
変
わ
ら
ず
ビ
エ
ン
ヌ
湖
に
あ
り
、
ジ
ュ
ラ
に
は
入
り
込
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
ジ
ュ
ラ
南
部
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
ム
ー
チ
エ
に
は
ベ
ル
ン
と
の
強
い
結
び
付
き
を
通
し
て
「
ス
イ
ス
」
と
い
う
意
識
が
暗
黙
の
う
ち
に
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
エ
ル
ゲ
ル
や
ビ
エ
ン
ヌ
、
ヌ
ー
ヴ
ヴ
ィ
ル
は
ベ
ル
ン
と
の
同
盟
地
区
、
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
。
ド
・
デ
ィ
エ
ス
は
司教とベルンの共同支配地と、濃淡はあるものの、司教領地内で複雑な色分けがはじまっていたのである。’七世紀
に
入
っ
て
い
わ
ば
宗
教
改
革
の
総
決
算
と
も
言
う
べ
き
〈
三
○
年
戦
争
〉
が
始
ま
る
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
北
」
は
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
軍
隊
の
進
攻
を
受
け
荒
廃
し
た
。
一
方
「
南
」
は
ベ
ル
ン
な
ど
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
固
く
守
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
も
南
北
の
体
（卯）
験
の
差
が
見
ら
れ
る
。
歴
代
の
司
教
は
度
々
ス
イ
ス
へ
の
加
盟
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
「北」はすでにカトリックとして安定したフランスに心情的に接近するようになった。ジュラ分離の底流に見え隠れ
す
る
ス
イ
ス
／
フ
ラ
ン
ス
の
二
項
の
対
立
の
起
源
は
こ
の
あ
た
り
に
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一八世紀末になり、反ベルン感情とフランス革命の影響でこの地に一七九一一年一一月一一七曰にローラス共和国用か‐
（Ⅲ） 
ロロニロ口の【四口田口の日］①が誕生する。
これは北ジュラのアジョワ地方色・】の、サンⅡテュルサンヌの庁・□【の四目の、ドレモン地区、ラウフェン地区を含む
共和国で、ポラントリュイが都になる。ほぼ、「北」ジュラ全域である。南ジュラはこの革命に全く関与しなかった。
「南」がベルンとの関係を持たざるを得なかったように、「北」では、フランスとの親密さを増していたのである。単
純な図式で一一一一口えばベルンⅡプロテスタントⅡ南ジュラに対して、フランスⅡカトリックⅡ北ジュラという緩やかな対
この新共和国は、自らの意志で、フランスに合体することを決議し、一七九三年一一一月一一一一一曰、モンⅡテリブル
三・自‐目の己亘①という名でフランスの八四番目の県となる。革命フランスのコピ－のように、政争、恐怖政治、経
済的疲弊などで県内は乱れるが、革命の気運は激しく、’七九七年一○月一七曰のカンポⅡフォルミオ条約でエルゲ
ル、ラ・ヌーヴヴィル、ビエンヌ、ムーチエ、オルヴァン、モンターニュ・ド・ディエスなど南ジュラの一三のコミ
ューヌがさらに加入、ここに南北ジュラが合体した「ひとつの」ジュラ地方がほぼ二○○年ぶりに再び蘇ったのであ
る。この時点でのジュラの「他者」はスイスⅡベルンであった。ただし無関係の。
ところがこの県はフランスの諸県に比べるとはなはだ規模が小さく、ナポレオンの執政誕生とともに、行政改革の
一環として、一八○○年一一月一七曰、オー・ラン県西口貝１用亘口に組み入れられてしまう。県庁所在地は現フランス
のコルマールＯ・言囚『。いよいよフランスに融合して行くかにみえたジュラ地方もナポレオンの失墜とともにその帰
属が宙に浮いてしまうことになってしまった。バーゼルの司教の世俗権は革命中に消失してしまったからである。ジ
ュラ人は自ら司教領というアイデンティティのひとつを喪失したわけである。このことが、後の分離運動で対立者の
意識に復古主義を警戒する過剰反応を起こしはしなかっただろうか。
いずれにしても、ジュラ地方が初めて自主的に自らの帰属を考える機会が訪れたのである。しかし住人は三様の請
願を提示したのだった。｜っはフランスの一部に帰属する（ポラントリュイを中心とする人々）、一つは新しいカン
トンをつくりスイスと盟約する（「北」のカトリックの人々。また別個にピエンヌの住民）、もう一つはベルンまたは
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
）
一ハ’
立がこの時期からみられた。
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
一ハーー
パーゼルに融合する（エルゲルやムーチエなど「南」の住民はベルンに、ラウフェンの住民はバーゼルに）というも
のである。このようにすでにジュラ地方は四分五裂であった。それにしても、今日のジュラ問題の発生を未然に防ぎ
得たかも知れない重大な選択がこの時点で実際にはジュラの人々の手でなされなかった、ということは、それだけの
数のアイデンティティ意識があったということである。
（皿）
一八一四年一一一月一一一一曰、ベルン最高会議はヴォー国勺四】の□のご囚己とアアルガウ州少閏、目放棄を条件にジュラ地
方を引き取るという選択に対して否定的決議をしている。経済的に問題にならない引き換え条件だったからである。
司教領という旧体制の支配形態は再興されないという見通しと、パリ会議で戦勝国がフランスに対してジュラ地方
を放棄するよう決定したことの二つからジュラ帰属は宙に浮いてしまった。メッテルニヒはスイスの中枢的州である
ベルンにジュラを一種の論功行賞として与える口実でフランスとの要害地帯にしようとした。しかしベルンにとって
も自州がフランスとの間に長い国境を構えることは将来に不安材料を抱え込むことにもなるし、未練のあるアアルガ
ウとヴォーを放棄することにもなるので蹟路した。この点でのベルンの判断は極めて功利的である。しかし、何より
もジュラ地方は歴史的にベルンの自然な一部でなかったこと、このことに決定的な問題があったとすべきである。の
ちの分離主義者の主張の強みはここに遡及できるところであった。当事者が（ただし当事者にのみその特権がある
が）異議を申し立てれば、あたかもそこに不合理が客観的に存在するかのような効果を持つのである。
一八一四年八月一三曰、ベルンで論争が続けられているざ中に列強はベルンに対してジュラの引取を提示したりし
たが、二月一曰のウィーン和平総会ではベルン代表はジュラ地方のような利得の薄い所より大きな所（ヴォー）を
求めた。北ジュラ代表は「南」のピエンヌと歩調を合わせ独立を希望した。この時点では南北の一部は一致していた。
三月一一一一曰にこの布告はベルンの閣議にかかり諸カントンヘ回された。あたかもナポレオンがエルバ島を脱出した
というニュースの中であった。四月一四曰、ベルン秘密会議は最高会議に、ジュラ編入受理の方向で報告書を提出し、
その結果、最高会議は賛成一一一一四、反対八七でジュラの命運に決着を付けた。そして、この決定が実効を持ったのは
同年八月二一一一曰のことであった。それは同時に西暦九九九年から続いたバーゼル司教公国Ⅱジュラ地方という図式の
（別）
崩壊の曰でもあった。ジュラ地方は一部、ヌシャープルやバーゼルに引き取られた部分があるが、そのほとんどは、ジ
ュラ人の意志もまたベルンの意向も反映しないままベルン州の一部となったのである。
併合に際しては一一月三曰にベルン、ジュラそれぞれ七人の対等なメンバーによる委員会がおかれ、新体制につい
てさまざまな問題が討議された。この結果は二月一四曰に一一七条からなる『合併報告書』になった。もっとも大き
な問題は宗教であって、プロテスタント州のベルンとカトリックの北ジュラとの融合に関するものである。政治的側
（脂）
面では、平等を強く打ち出している。この報告書は一一月一一一二曰にベルン最高会議で承認された。それを受けてベル
ン州は一八一五年一二月一八曰ドゥレモンで領地宣一一一一口を行なったが、実際に行政的にジュラ側が旧体制から移行する
のには時間がかかり、ベルンへの帰属を正式に彼らが受け入れたのは一八一八年六月一四曰であった。
ジュラ地方は五つの代官所管轄（ドゥレモン、ポラントリュイ、セニュレジェ［フランシュⅡモンターニュ］、ム
ジ
ュ
ラ
問
題
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
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）
一ハーーー
，中立の（再）確訶
を『引かなかった。
三月三一曰に》
会議で調整が行われたが結局、ジュラ地方をベルンに与えると一一一一百うところに落ち着いた。一八一五年一月一六曰ベル
（羽）
ンは原則においてこの裁定を受入れ、一二月一一○曰この内容を盛り込んだ布告が出された。この時に有名なスイス永世
中立の（再）確認が行われているため世界の歴史の中ではジュラ地方の行方はほとんど片隅に追いやられ人々の注意
生活感覚として、ジュラ住民にはウィーン体制の決定に対する不満はあった。それは移様な面から見なければなら
ないが、例えば実際には増税された訳ではないのだが、それにもかかわらず重税感ということがあった。ベルンは相
変らず都市貴族勺四三Ｎ宮政治であり、特に北ジュラの住民にとっては今までの司教領としての緩やかな支配形態、
革命フランスの一地方の新風に慣れていたため、これと大いに違ったベルンの代官支配に違和感をかなり感じていた。
税を取り立てる厳格なシステムに支配者Ⅱ被支配者関係の意識を募らせた。同じ税額でも、納税と感じるのか収奪と
思うのかでは大変異なる。この意識は、支配者（と感じることと、支配者に関する種々の与件を提示することとは実
は同じ記号の読み替えにすぎないのだが）がドイツ語圏の人間であること、プロテスタントであること、しかもこの
州では「彼ら」がマジョリティであること、ジュラにドイツ語ベルンから移住者が入り込んで、ゲルマン化が身近に
感じられるようになったことなどと結び着いて、カルテャー・ギャップの意識から引き起こされる心理的抑圧感を産
み出した。
ベルンとこの地方との関係は併合後一五年ほどする内に友好的とは一一一一口い難い様相を見せ始めた。また「南」でさえ、
ウィーン体制までは、ベルンと対等の盟友関係であったのが、支配ｌ被支配関係に転落してしまった、と感じ始める
が
初
め
て
持
っ
た
一
「他者」であった。
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
）
六四
－チエ、クルトゥラリ）に分けられベルンから派遣された代官に「支配」される形になった。このように、一一つの
「国」は合併したのでなく支配・被支配の関係に入ったという認識は、そこに意味を持たそうとすれば、たちまち厳
しい紛争の材料になる。ここには差異の意味づけが必要であるが、少なくともその意識以前に実感として、ジュラ人
が初めて持った「異種」との接触であり、また、みずからの中に抗体を発生ざせ防御姿勢に入らせる可能性がある
住民が少しずつ出てきた。
ジュラには今までの体制上貴族はいない。一方、ベルン政治の実権は貴族にのみある（ただし貴族制度は一八三一
年になくなる）。制度の違いは、それだけでも不満の種になりうる。ジュラはフランス革命の体験を持っている。そ
の自尊心は屈辱感をさえ産み出した。
’八一一一○年ころから自由主義者のストックマルメロぐ〕の円の庁。◎丙日貨やノイハウス（ヌオース）○宮１ののｚの巳］目のが
七月革命の気運に乗じてさかんにジュラの権利確立のキャンペーンを始めた。パリのジャーナリズムを利用した反ベ
ルン運動や愛郷歌、政治結社の創設などである。一八三一年一月一一一日ミュンジンゲンで住民の大集会が開かれたが、
ストックマルはベルンに指名手配され、亡命した。しかし住民の熱にベルンは折れて、憲法制定会議が開かれ、議員
一一一一人のうち一八人のジュラ代表がここに加わることが出来た。同年七月一一一一曰、憲法が制定されたジュラ人の権
利はこの時以来徐々に保障されていった。ストックマルも復権し一八一一一一一年、屡已国の］ぐ皇のご新聞を創刊、ジュラの権
ｎ口耳呉などは亡命した。
利に論陣をはった。
こうして様々な軋礫がたびたびおこった。北ジュラはとくにプロテスタント運動に対しては神経質に反応し抵抗し
た。一八三四年の宗教生活の合理化案（バーデン条項）に対して「北」ジュラは「カトリック万歳、カトリックもし
くは死。プロテスタントに死を」という激越なスローガンで対抗、ついに、ベルンは軍隊を出しこれを鎮圧した。こ
（妬）
のとき「ベルンからの分離」という観念が初めて人々の胸に芽生シえた。首謀者たち、たとえば司祭のキュッタ
とは一一一一口っても、ジュラの分離に収敵するようにいかにもそれらしい年代記つくりをすればもっともらしいものが出
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
一
六五
ジ
ュ
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題
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ア
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一
一ハーハ
来
る
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
な
に
も
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
正
義
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
大
方
の
出
来
事
の
「
意
味
」
は
た
い
し
た事ではなくなる。ただ、一九世紀を支配したロマン主義の数あるファクターの内の「祖国」とか「自我」は過去や
現在を全く別に布置することを流行にした。
他方、リァリストのジュラの指導者達が実績を上げたのは、ジュラの産業振興であり教育活動や学校設立や出版や
鉄道敷設であり政治参加や宗教上の自由の保障のための具体的政策作りであったことを忘れてはならない。こういう
要
求
や
努
力
を
巡
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
一
九
世
紀
の
初
頭
か
ら
産
業
革
命
期
を
経
て
第
一
次
大
戦
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
み
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
こ
と
で
は
な
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
治
や分離についての意見があったにしても、それはジュラの山奥に道路を作りトンネルを穿っ工事というような実際生
活
の
レ
ベ
ル
と
の
比
重
を
か
ん
が
え
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
た
ん
に
観
念
で
し
か
な
い
。
観
念
が
一
番
尖
鋭
化
し
や
す
い
も
の
の
ひ
と
つ
は
宗
教で、ジュラ対ベルンの対立の宗教に還元された対立は一気にさまざまな「差異」のアイデアを産み出していく。
例の一八七○年七月一八日のヴァチカンの「教皇無謬宣一一一一口」に端を発する「文化闘争」【巨言【百日頁もそのひと
つであろう。この闘争はカトリックのジュラを弾圧する結果となった。その時までにジュラはベルン軍の治安部隊に
六
回
も
制
圧
を
受
け
て
い
た
か
ら
そ
の
延
長
で
見
た
こ
の
図
式
も
そ
こ
だ
け
に
注
目
す
れ
ば
、
ジ
ュ
ラ
の
被
抑
圧
者
と
し
て
の
姿
を
描
く
ことが出来る。けれど、「文化闘争」はそもそもプロシアでの運動であり、これがスイス全土に波及し、爪あとはジ
ュア以外の至る所にも残ったのである。さらにこれは改憲派と反改憲派の対立でもあり、かつ信仰に政治が口を出し
たという一面の裏のもう一面は政教分離の近代的大キャンペーンでもあったことを考えれば、たとえば善玉・悪玉式
にジュラ地方に一方的に必ずしも加担はできない。しかし、聖職者任命に住民投票を持ち込むことの可否を問う投票
ジ
ュ
ラ
地
方
で
は
ス
イ
ス
法
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
（
民
法
、
刑
法
、
商
法
）
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
地
に
ス
イ
ス
法
が
ひ
か
れ
た
の
は
一
九
一
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
ベ
ル
ン
側
が
配
慮
を
し
て
き
た
証
で
も
あ
る
。
ベ
ル
ン
は
荷
厄
介
な
経
済
後
進
地
帯
の
ジ
ュ
ラ
を
抱
え
込
ん
で
手
厚
い
経
済
保
護
政
策
も
行
っ
て
き
た
。
ベ
ル
ン
の九閣僚の内一一名はジュラ出身者になっていたし、全州議会議員（上院議員にあたり、各州定員二名）も一名はジュラ
から出ることが暗黙のうちに認められていた。しかし、ジュラの住民サイドからは、それはマイノリティに対して当
然のことであり、恩きせがましく喧伝すべきことではない、とかえって反発の世論を喚起する材料にすらなりえた。
さ
ら
に
、
平
等
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
行
政
の
担
当
者
、
と
く
に
、
ベ
ル
ン
州
議
会
議
員
や
官
僚
の
中
間
層
は
実
質
的
に
は
ほ
と
ん
ど
ベ
ル
ン
人
に
占
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
も
出
来
た
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
人
口
比
の
無
視
と
、
そ
の
ほ
か
に
つ
ぎ
の
実
際
的
職
業
選
択
の
（町）
ビヘィヴィアを考慮せずになされているものだとも一一一口えよう。すなわち、ジューフ人も上層部や中枢はそれなりの数い
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
六七
系
で
も
あ
る
。
二○世紀になってもいくつかのジュラ分離につながる動きはあげることができる。たとえば、’九一一一一年、ジュラ
の同一。ご村との＆の巳（の村の名前を、ここに移植してきたベルン人の要望でドイツ語名にすることをベルンの執行議
会
が
決
定
し
た
時
の
反
対
運
動
や
一
九
一
五
年
、
ジ
ュ
ラ
の
ベ
ル
ン
併
合
百
周
年
記
念
行
事
を
一
部
住
民
が
阻
止
、
妨
害
し
た
こ
と
な
ど
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
す
で
に
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
〃
郷
士
ジ
ュ
ラ
Ⅱ
被
抑
圧
者
〃
ベ
ル
ン
Ⅱ
抑
圧
者
〃
と
い
う
記
号
に
よ
る
自
分
た
ち
の
属
す
る
体
系
の
読
み
直
し
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
れ
は
ジ
ュ
ラ
問
題
と
い
う
掴
み
方
を
し
た
と
き
、
論
者
に
も
滑
り
込
ん
で
い
る
記
号
体
で
「
南
」
と
ア
トの溝である。 「
北
」
は
決
定
的
な
ち
が
い
を
示
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
認
認
し
て
お
い
て
よ
い
。
つ
ま
り
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
い
ず
れ
に
し
て
も
あ
る
体
系
が
創
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
総
括
と
し
て
「
ウ
ィ
ー
ン
会
議
決
定
は
、
ジ
ュ
ラ
の
自
治
の
歴
史
に
対
す
る冒涜とスイス諸州の民族的自決権への侵害という二つの誤りを我々に押し付けた」（ポラントリュイ出身の議員、グ
ザヴィエ・ジョパン〆自】の【】・宮口の国会演説）という形で表明されたのは一九一九年のことであった。こう表明す
る
こ
と
と
ジ
ョ
ラ
分
離
の
理
念
の
形
成
と
は
も
う
一
歩
の
差
で
し
か
な
い
。
大戦後の一九二○年頃からジュラとベルンの経済力の差が問題になり始めた。とくに一九三○年代の不況期、自分
（羽）
たちの経済状態の悪さの原因の説明を求めるようになった。
を伴うはずで、
れ
る
の
で
あ
る
。 ジュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
一
六八
た
。
ベ
ル
ン
で
働
い
て
、
カ
ル
チ
ュ
ア
・
ギ
ャ
ッ
プ
に
耐
え
る
に
値
す
る
名
誉
、
誇
り
、
報
酬
の
見
返
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
中
間
以
下
に
な
る
と
、
あ
え
て
ド
イ
ツ
語
圏
で
働
く
意
義
が
う
す
い
と
か
ん
じ
る
者
が
多
い
。
書
類
の
九
○
～
九
五
軒
は
ド
イ
ツ
語
で
作
（犯）
成されているし、加えて、曰常生活のドイツ語はすべて、「ゲーーアのドイツ語」とは架け離れた方一一一一口である。しかも、
ス
イ
ス
人
は
「
中
央
幻
想
」
概
念
を
一
般
に
は
持
ち
合
わ
せ
な
い
か
ら
、
郷
里
を
離
れ
て
ま
で
、
求
職
す
る
に
値
し
な
い
仕
事
は
求
め
な
い
、
と
い
う
一
般
的
性
向
も
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
は
、
賃
金
の
格
差
が
持
つ
求
心
力
よ
り
、
土
地
へ
の
密
着
の
引
力
が
強
い
事
に
も
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
し
か
し
、
ジ
ュ
ラ
Ⅱ
ベ
ル
ン
の
枠
内
で
は
ジ
ュ
ラ
人
に
あ
る
種
の
潜
在
的
不
満
、
す
な
わ
ち
、
求
心
力
と
引
力
と
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
感
情
を
持
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
不
満
、
を
蓄
積
さ
せ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
分
離
・
独
立
指
向
の
要
因
の
一
つ
に
、
深
層
心
理
的
に
ひ
そ
む
こ
の
〈
ア
ン
ピ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
〉
な
感
情
の
廃
棄
願
望
と
い
う
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
廃
棄
は
、
し
か
し
、
必
然
的
に
実
際
的
不
利
益
を
伴
う
は
ず
で
、
そ
の
明
ら
か
な
帰
結
を
隠
蔽
す
る
た
め
、
分
離
・
独
立
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
常
に
輝
か
し
い
神
話
創
出
で
補
強
ざ
理
不
尽
な
現
状
と
い
う
説
明
体
系
が
人
々
の
頭
の
な
か
で
作
ら
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
ナ
チ
ス
台
頭
を
反
ゲ
ル
マ
ン
か
ら
反
ベ
ル
ン
感
情に結び付けるとか親フランス（ジュラ地方は歴史的経緯からも地理的状況からももともとフランスに傾いている）
をスイス・ロマンド（フランス語圏スイス）との連帯意識へ近づけフランス語の擁護とか一一一一口うジュラ愛郷のシンボル
がいくつか補強される。おそらく、このあたりからジュラ分離達成までの期間は、この種の体系の補強と補強された
（釦）
体系の自己増殖活動の昂揚期と一一一一口えよう。
すでにジュラには《ジュラの利益擁護協会》鈩閉・ロ豊・ロ□・日］四急【①ロの①Ｑのの』昌臼⑪〔の目】巨日、〈プロジュラ》
勺『・］巨日、《ジュラ振興会》の・・毎ｍ］回国圏の目の忌日ロ］畳・ロなどの団体が出来ていたが、これらの組織は一九四○
年代に入ると、ベルン政府相手に自治の問題を提示するようになっていった。
こ
の
よ
う
に
ジ
ュ
ラ
の
分
離
意
識
は
年
々
増
幅
さ
れ
て
行
っ
た
が
、
ベ
ル
ン
州
憲
法
で
は
領
土
保
全
の
権
利
と
義
務
が
あ
る
以
上
、
分
離
を
可
能
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
憲
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
分
離
を
請
求
す
る
と
い
う
大
変
厄
介
な
問
題
に
、
関
係
の
な
い
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
多
数
決
原
理
の
民
主
的
方
法
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
要
求
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
最
も
不
利
に
働
く
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
こ
と
に
人
々
は
気
が
付
き
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
多
数
決
の
原
理
を
維
持しつつ少数が勝利する方法はあるのか。州の領土の自己解体の決定をする権利が誰にあるのかというパラドックス
にも似た問題を克服出来るのか。
第二次世界大戦後の一九四七年九月、一つの〃事件“が起こった（言え換えれば、事件化する一部の人々にあらた
な
説
明
体
系
を
与
え
た
）
。
ジ
ュ
ラ
問
題
が
緊
張
を
は
ら
み
だ
し
た
さ
な
か
に
ジ
ュ
ラ
出
身
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
。
メ
ッ
ク
リ
○
の
。
侭
の
の
三・①三議員が、「ドイツ語が喋れない」という理由で土木・交通担当の州政府大臣の座を拒否されたのである。そ
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
六
九
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
）
七○
れは、フィクションに限りなく近いよく出来た噺である。「フランス語しか喋れない人に交通大臣の職を任せるわけ
にはいかない」と演説したのはインターラーヶンの獣医ハンス・チュミ四目の目のＯ盲己（後に連邦議員となる）で
あるが、コンテクストがある。それはジュラ地方の鉄道経営が財政的に逼迫してその打開に、ジュラ出身だからとい
う理由でメックリ氏に仕事を任せてよいのか、それほど簡単な問題ではないのだ、フランス語だけでベルンの政財界
関係者とどうやって折衝をし赤字補填をするのだというものであった。そして九月九日にこの大臣職にはドイツ語圏
の
新
人
代
議
士
が
任
命
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ラ
人
は
こ
れ
に
ま
ち
が
い
な
く
憤
激
し
た
。
早
速
二
千
人
集
会
を
ド
ゥ
レ
モ
ン
で
行
い
、
ム
ー
チ
エに《ジュラ人の権利擁護のための委員会》（通称《ムーチエ委員会》）を発足二九四八年）、分離の気運は高まって
（弧）
いった。ロジェ・シャフテル内・ぬのＲｍＯ宮津のＨやロラン・ベグラン用・｝囚己団、四】の］】ロなどの指導者も出現し、明確
な運動体として動き出したのである。
《ムーチエ委員会》は一九四八年四月三○曰「ベルン州政府に提出するジュラ問題」というタイトルの冊子を発行。
一
三
項
目
に
わ
た
る
政
治
、
経
済
、
文
化
に
関
す
る
問
題
点
を
ベ
ル
ン
に
つ
き
付
け
た
。
結
論
部
分
で
「
州
憲
法
は
、
ベ
ル
ン
州
に
お
い
て
は
至
高
の
権
利
は
ベ
ル
ン
の
人
々
と
同
様
ジ
ュ
ラ
の
人
々
に
も
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
そ
こ
を
基
盤
と
す
る
す
べ
て
の
帰
結
を
認
め
る
こ
と
。
ジ
ュ
ラ
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
は
連
邦
的
で
か
つ
二
部
院
制
（
ベ
ル
ン
議
会
と
ジ
ュ
ラ
議
会
）
を
設
け
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
しかしこれらの提言全体はベルン特別審議会で否決され、一九四八年七月九曰にその旨伝えられた。理由は一一一一一口で言
えば、ジュラ人の権利は現状で十分守られているというものである。
ベルン州の統一の観点に立てば、州民のマジョリティを逆差別したり分断したりしないことこそ正義だという理論
は十分成り立つ。ただし、よって立つ価値の体系が異なっているときにはジュラの論理もベルンの論理も普遍とはな
り得ない。とくにマイノリティなどという、自己の帰属している集団の構成員の数の少なさが「正義」にともすれば
なるような「系」はそうでない人々にとっては、いいがかりでありとまどい以外のなにものでもない。もうひとつは、
そのマイノリティ集団のなかのマイノリティ（反分離主義をとるひと）を巻き込まないような要求の受入れ方がある
のかどうか。民主主義の多数決原理をグループ間に適応するときにおこるアイデンティティのまだら模様をいかに平
準化するかという、基本的なパラドックスをどう打ち破るのか、という問題もあいかわらず解けていない。
（犯）
それでも、《ムーチエ委員会》の要求のうちいくつかは、一九五○年一○月二九曰の憲法改正で受けとめられてい
る。しかしジュラは不満であった。
《ムーチエ委員会》とほぼ同じ頃（一九四七年一○月一一一○曰）に発足した《ジュラ連合》蚕の⑰の曰亘①日①ョ］貝四の‐
の】のロ〔国〕は、当初は目立たない運動体であったが、この新憲法問題がおこり、にわかに活動を始めた。目標はダ
（羽）
イレクトに「ベルンからの分離によって自治国家を創設すること」である。ジュラの民衆はスイス連邦誕生により竺曰
からこの土地に住んでいるのだ、というおなじみのセンチメントが前面に出きくる。これは後に六（「文学。証言」）
その一方で「分離」ではなく「自治」にとどめる穏健派や「反分離」運動もはじまった。’九五一一年に結成された
（弧）
《ジュラ愛郷同盟》ご己。ご口のの宮三・斤のの］日四のの】のロの〔ロ勺】〕がそれであった。
ベルンだけではなく身内と思っていたジュラ人からも激しい抵抗がでて来た。そのことは、いっそう「ジュラ」と
いうシー一三を鮮明にすることはあっても、決して排除すべきものではなかったはずだが、もちろん運動家にはその
ことは見えにくくなっている。〈分離〉というアイデアで人々は未だ存在しない分離を語りそれは運動につながり、
ご
う
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
七一
で扱うテーマともなる。
その後ベルン政府がやや方策を変え、一九六五年一月一一一曰、ジューフに相対的自治権を与える案を提示したが、Ｒ
Ｊはこの内容を不十分として拒否した。
この間、フランスのこの手の運動家との連帯による外圧つくりや文化人のアンガージュマンによる世論喚起なども
同じであった。
結果は特別自治権を是とするもの｜一一一一、一一一一○票、否とすろもの八○、一四一票。しかもジュラ地方内でも是が一
五、一五九票で否の一六、一一一五五票を下回った。〈地区〉で見ると、ポラントリュイ六四、七四瀞、ドウレモン七
○・五八割、フランシュⅡモンターニュ七四・七八割でいずれも是が勝り、ラ・ヌーヴヴィル一一一一一一・九一一許、クルト
ゥラリ一一一一一・四一許、ムーチェ’一一一一一・七五割、ラウフェン一一六・一一一○軒で是は三分の｜やっとであった。この「南」
と「北」の格差は結局一五年後の結末を予告していた。同趣旨の住民投票は一九六一一年五月にも行われたが、結果は
（妬）
一九六○年代になって運動は激しさを増していった。若者の中に、〈牡山羊》団、］』の［のというグループがつくられ、
ベルンに対して、しばしば激しい示威運動や放火、投石を行った。また《ジュラ解放戦線》可Ｈ・日。①］ザ９畳。ご旨‐
日のの】のロ（可■）という地下組織が結成されたりもした。テロリズム肯定のこの過激派は大衆的基盤を持ち得ず、首
謀者一一一人が一九六四年に逮捕されて消えた。その前、一九五九年、ＲＪはベルン政府に対して住民発議（イニシアテ
ィヴ）】已冨はぐのを提示していた。ジュラ自治権のための住民投票請求である。しかしこの投票結果は完全敗北であ
イヴ）（妬）
った。
ジュラ問題ｌアイデンティティ研究序説工）
七一一
運動は〈分離〉の表徴をさらに豊かにしていく。たとえば、アイデンティティである。（後に、七「アイデンテイテ
ィの円環」でかんがえる）。
実
は
、
困
惑
は
ベ
ル
ン
の
方
に
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
。
こ
こ
ま
で
み
て
来
て
我
々
が
抱
く
感
想
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ジ
ュ
ラ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
ベ
ル
ン
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
切
り
崩
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
合
法
的
な
最
善
の
手
立
て
を
す
で
に
尽
く
し
て
い
る
。
過
去
の
い
き
さ
つ
か
ら
譲
れ
る
も
の
は
す
べ
て
譲
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
な
に
よ
り
民
主
主
義
の
原
理
か
ら
言
っ
て
も
そ
れ
は
「
ベ
ル
ン
側
」
が
解
答
者
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
筋
合
い
は
な
い
。
ベ
ル
ン
は
専
制
君
主
で
な
い
だ
け
そ
の
分
だ
け
解
決
か
ら
遠
い
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
ベ
ル
ン
の
本
音
は
、
究
極
の
と
こ
ろ
、
解
決
の
持
つ
も
っ
と
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
意
味
、
す
な
わ
ち
、
ジ
ュ
ラ
問
題
か
ら
の
解
放
と
読
ん
だ
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
。
「
本
当
に
」
ジ
ュ
ラ
が
求
め
て
い
る
も
の
を
問
い
か
え
す
こ
と
は
も
う
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
。
こ
の
際
パ
ズ
ル
を
解
い
て
し
ま
う
こ
と
が
急
務
な
の
だ
。
た
と
え
そ
れ
が
ニ
セ
の
解
決
で
も
。
ジ
ュ
ラ
の
あ
ち
こ
ち
で
お
こ
る
「
い
わ
れ
の
な
い
」
反
ベ
ル
ン
（
こ
の
時
点
で
は
彼
ら
も
ベ
ル
ン
州
人
で
あ
っ
た
事
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
反
ベ
ル
ン
と
い
う
の
は
、
民
主
的
な
枠
組
み
の
中
で
は
、
自
己
に
向
け
た
刃
で
も
あ
る
）
。
こ
の
内
な
る
反
乱
を
、
ベ
ル
ン
州
は
、
自
己
の
う
ち
に
分
離
し
た
い
「
部
分
」
が
存
在
す
る
こ
と
の
証
と
認
め
、
そ
の
明
確
度
を
確
か
め
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
に
分
離
を
可
能
に
す
る
道
を
開
く
こ
と
を
考
え
始
め
た
。
そ
れ
は
我
々
の
目
に
は
む
し
ろ
こ
れ
は
「
ベ
ル
ン
解
放
」
の
た
め
の
処
方
菱
に
見
え
る
。
い
わ
ば
自
己
解
体
を
、
解
体
す
る
自
己
が
自
己
決
定
す
る
と
い
う
奇
妙
な
実
験
で
あ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
思
わ
れ
る
者
を
大
括
り
に
事
前
的
に
抽
出
し
、
関
係
者
と
部
外
者
を
区
別
し
た
上
で
、
分
離
に
つ
い
て
の
投
票
を
ざ
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
七三
始める。
雰
囲
気
作
り
の
一
助
に
な
っ
た
が
、
要
す
る
に
こ
の
形
式
の
投
票
は
何
度
繰
り
返
し
て
も
も
と
も
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
は
じ
ま
っ
た
運
動
を
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
原
理
（
多
数
決
）
で
解
こ
う
と
す
る
の
は
一
種
の
パ
ズ
ル
で
は
な
い
か
と
一
部
の
人
々
は
苛
立
ち
多数決の原理に則ったデモクラシーが建前上、前提としない反デモクラシーの採用をあえて行ってみようというの
である。ベルンは《賢人委員会》を設立、元連邦議会議員のマックス・プチピエール冨四×勺＆Ｂ】のｑの、ヴァーレン
ミ昌一のロと国民議会議員のブロガ１国『・ｍｏＨ、グラバーのＨｇｏＨが委員となりジュラ問題の解決に乗り出た。その結
論は一九六九年五月一一一一日付けの「解決への提言」という文書にまとめられた。これは多段階式の〈自決〉方式を提
案したもので、そのためにはベルン憲法に特別条項を加えねばらない。多数決の原理を形式的に守るため実質的には
破るというパラドックスがそこにあることを住民が納得することから始めなくてはならないからである。
追加条項の第一条は条項全体の目的を「ジュラ地方」二九五○年のベルン憲法に規定されている）の全体もしくは
一部の自決を確定するためのものとし、第二条はジュラの七〈地区〉に新州創設にかかわる住民投票を行う可能性を
さぐるというものである。この部分がまず大変な「発明」である。ジュラが「身内」で決着をつけるような作為をあ
えてしている。つまり、この段階でもうベルンの問題ではないという意志表示でもあるのだ。第三条はジュラ全体が
多数決で、ある方向決定をした場合にも、この中の〈地区〉はこれに対してさらに別の意志表示を行いうるように扉
をあけておくこととなっている。つまり〈地区〉段階で、多数決から免除されるよう事前に配慮されているのである。
第四条は、〈地区〉決定に対してそこに属するコミューヌが反対方向の決議をなしうるよう保障すること、となって
いる。もう一段多数決から救済されるよう配慮がなされているのである。ただし、この条項は、その結果コミューヌ
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
）
七四
せようと言うものである。マジョリティからマイノリティを救う（厄介払いする）方法、これが論理的に得られた最
善の帰結である。いかにも関係者の意志を問うというかたちをとりながら、平行的に関係者を識別し、彼らを解放す
る
の
だ
か
ら
。
ベルン憲法追加条項承認のための住民投票は一九七○年三月一曰におこなわれた。結果は、承認するもの九○、’’’
五八票、しないもの一四、’’一一一一一票で、とくにジュラ地方では一一○、四一一一対一一、二五九だった。いよいよ決着をつ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
今
ま
で
以
上
に
反
分
離
派
と
無
関
心
派
が
興
奮
し
出
し
た
。
ゼ
ロ
度
の
地
平
に
他
者
が
「
意
味
」
を
付
与
し
て
き
た
の
に
不
本
意
で
も
対
抗
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
〃
有
徴
“
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
舞
台
に
無
理
矢
理
引
き
ず
り
出
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
上
、
基
本
原
理
は
相
変
わ
ら
ず
多
数
決
で
あ
る
。
今
や
、
も
し
か
す
る
と
、
自
分
の
村
で
、
一
票
の
差
で
でも、自分の意志に反して分離する事を強いられる状況が出てきた。
《ベルン憲法追加条項》の第二条二項は、ジュラ地方の住民の内五千人以上の請求またはベルン政府執行議会の決
定で第一段の住民投票に入ることを定めていたが、実際には一九七三年九月九曰のＲＪの請求に答える形で、ベルン
政府がこの投票実施を決定した。投票曰は一九七四年六月二一一一日となった。
ジ
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七五
よ
り
む
し
ろ
、
ジ
ー
い
う
べ
き
で
あ
る
。
が
飛
び
地
に
な
ら
な
い
位
置
に
あ
る
限
り
、
と
い
う
留
保
が
つ
い
て
い
る
。
第
五
条
は
ラ
ウ
フ
ェ
ン
に
つ
い
て
の
特
別
条
項
で
、
も
し
こ
の
〈
地
区
〉
の
住
民
が
分
離
反
対
の
意
志
表
示
を
し
た
場
合
、
有
権
者
の
五
分
の
一
の
請
求
で
二
年
以
内
に
住
民
投
票
を
行
っ
て
、
隣
接
す
る
い
ず
れ
か
の
カ
ン
ト
ン
に
帰
属
す
る
可
能
性
を
開
い
て
お
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ラ
ウ
フ
ェ
ン
は
図
４
で
明
ら
か
な
よ
う
に
も
し
ベ
ル
ン
残
留
を
選
択
す
る
と
ベ
ル
ン
州
か
ら
は
飛
び
地
に
な
っ
て
し
ま
う
。
隣
接
す
る
州
と
は
、
バ
ー
ゼ
ル
州
と
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
州
で
あ
る
。
こ
の
条
項
も
あ
る
選
択
を
見
越
し
た
一
元
的
多
数
決
原
理
に
反
す
る
窓
意
的
で
、
し
か
し
最
も
現
実
的
な
規
定
で
あ
る
。
そ
の
他
（師）
この《ベルン憲法追加条項》は数多くの広いめくばりのきいた項目を注意深く設定している。これは憲法条文と一一一一口う
よ
り
む
し
ろ
、
ジ
ュ
ラ
新
州
を
必
要
と
あ
ら
ば
、
確
実
に
誕
生
さ
せ
る
た
め
の
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
綿
密
に
練
ら
れ
た
シ
ナ
リ
オ
と
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
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七六
設問は「あなたは新しい州を設立したいですか」。これに「諾」または「否」で答える。対象になる住民はドゥレ
モン、フランシュⅡモンターニュ、ポラントリュイ、ムーチエ、クルトゥラリ、ラ・ヌーヴヴィル、ラウフェンの七
〈地区〉に住む有権者のみである。投票曰は朝から豪雨だったが、スイスでは稀に見る極めて高い投票率であった
（八八・六七評）。その結果、新州設立に賛成する票一一一六、八○一一、反対票三四、○五七。過半数点を○・六八軒オー
バーしただけの薄氷を踏む分離決定だった。有効投票数（無効投票または白票は一、七五一一票）のみで見ても一・九
軒の超過にすぎない。しかも、〈地区〉別に見ると、分離賛成が過半数を占めたのはドゥレモン（七六・一一許）、フラ
ンシュⅡモンターニュ（七五・七五許）、ポラントリュイ（六五・六八軒）の三〈地区〉のみで一九五九年の投票と
同じ結果になった。残りの四〈地区〉では反対が賛成を上回った。すなわち、クルトゥラリニ一一・八四軒、ラウフェ
ン一一五・五五軒、ムーチエ四一一・○七許、ラ・ヌーヴヴィル三一一一・八七軒の賛成票しか集められなかった。
この投票内容を少し細かく見よう。ドゥレモン地区の中では一一三コミューヌの内、一一一コミューヌで「否」が「諾」
を上回っている（ロロの円の三｝の『五一一対一一一五、閃・ず、ぐの］一①【一五対八、内・鴇の弓・貝、七七対一一四）。またポラントリュィ
地区でも一一一四コミューヌの内、三コミューヌで逆転が起こっている（少のロ①’八○対六八、国・亘。］一一四九の均衡、
閃○ｓ①‐Ｑ》・【’七対九）。フランシュⅡモンターニュ地区だけは一○コミューヌすべてで「諾」が優勢を占めた。一方、
「否」が多数となった四〈地区〉でも接戦〈地区〉ムーチエでは三一一一コミューヌの内、九つが「諾」を選んでいる
（○宮武］］・ロ）０．円宮口》○・日Ｏ冨己・寅》６．口ｑの己］旨Ｆ①の⑦のロのぐのＮ》旧旦・貝》言の。①］】の【》閃・のｍの日日の。Ｐ「の］］①日斤）。こうや
ってほぼ予想通りまだら模様の諾否が出た。それはまたまだら模様のアイデンティティということになる。投票率で
みても分離に傾いた〈地区〉の方が高い。最も投票率の高かったコミューヌはムーチエ地区のヴェルラ「の］」の『異で
有権者の九割近く七七、六二人が一四五箇所の投票所へ足を運び、開票は午後二時に始まり五時に集計結果がで
（犯）
た。「ジューフで一番長い曰」は分離という結末で幕を閉じた。それは「ジューフ劇」の一幕目の終了であった。
しかし、七つの〈地区〉のうち四つでこの結果に不満を表明する住民が過半数を占め、翌年の一一一月一六曰にまずム
ーチェ、クルトゥラリ、ラ・ヌーヴヴィル地区で有権者二○許の請求により第二段目の住民投票が実施された。この
投票ではとくに先回接戦をしたムーチエ地区で加熱ぎみの戦が繰り広げられた。というのは、もし地区の票が分離に
賛成と出ると、コミューヌ票いかんに係わらず、ジュラに組み入れられる部分と、旧ベルン並びに早くベルンを決定
したクルトゥラリに接する部分のコミューヌのように一一一度目の住民投票が待っているコミューヌとの一一種が出現する
ことになったからである。このため投票率が九六・○二評にまで上がった。しかし、その結果は三地区ともベルンに
残留という、ジュラ全体とは逆の結論を出した。それは多数決原理からの救済システムのおかげである。しかし、分
（羽）
離主義者は、これこそベルンの仕組んだジューフ分断のあくどい策略だと激しく非難した。
ムーチエ地区ではベルン残留を諾とするもの九、九四七票、否とするもの七、七四○票、クルトウラリ一○、八○
一｜対一一一、一一六八、ラ・ヌーヴヴィルー、九二七対九九七でほぼ前回の投票と同じ結果を得た。異なった点は、全体の
投票率の高さ（どの〈地区〉も九○軒以上）。もちろんムーチエ地区の九つのコミューヌでは、先回同様ジュラ分離
を支持した。コミューヌとしてのムーチエ市では前回、分離賛成一一、一一一四、反対一一、一九四、無効・白票一一一四で
ジ
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七
七
あとで触れる。
一○○評、逆に最も低かったのが同じく地区〉のラ・シュールト村で六七・七四軒だった。比較的低かった所にドウ
レモン地区向□の【の三一の円（七七・四一一評）や内・鴇の弓・貝、（七一一・四一軒）があった。それらの村の特性については
ジ
ュ
ラ
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七八
あったが今回もそれぞれ一一、一一一一一八票、一一、五一一四票、二八票だった。前回の分離派四七・八一許に対して今回は四
六・七一一許で微減。この投票は癒し難い分断をムーチエ市に残し、半年後の最終投票へと熾烈な戦いを展開すること
一一一段目の投票が行われた。憲法追加条項の第四条の規定により、ジュラ州に確定したく地区〉とベルン州との境界
に位置するコミューヌに再々選択のチャンスが与えられ、ムーチエ地区の一一一コミューヌとドゥレモン地区の一一コミ
ューヌは一九七五年九月七日、一四日、一○月一九日と村ごとの投票をした。その結果、ムーチェ地区の６富三一・Ｐ
ＯｏＨ宮ＰＣ・日Ｏ冨己・宮》○・巨同のｐｓＰＦのの○のロのぐのＮ》臣一・［貝》富のｇの］宙》閃・のｍの曰日の目がジュラ州に滑り込み、ドゥレ
モン地区の用・ずかぐの一｛の【と肉○ｍｍの弓・日、がジュラ州から離脱した。ムⅢチエ地区の⑦日ごく四］》言・昌一の【・田のｑの【茸の》
Ｆｐｍｓ①巳〔のの四コミューヌは分離を求めたが果たさなかった。また、州境にないためこの「返り咲き」が許されな
かったコミューヌがムーチエ地区に一つ、ドウレモン地区に一つ、ポラントリュイ地区に一一一つあった。この内の初め
の一一コミューヌは後に問題を起こす。
一九七五年九月七曰の夜、ムーチエ市で暴動が起こった。この曰に実施された投票で一一一度目の挑戦に二、四五○対
一一、一五一票で破れた分離派が反分離派と暴力的な衝突をしたのである。ベルン警察が介入せざるを得なくなり、こ
の騒乱は明け方まで続いた。ジュラ問題がアイデンティティの問題である以上、多数決の原理はどれだけ細かい配慮
をしても住民を救えない。集団のアイデンティティは個の自我との複雑で多元的な相互関係だから。この問題はのち
になる。
に考察する。
もう一つ（っの〈地区〉のラウフェンでは、第一一段投票請求にむけて一一一一一一一一一人の署名を集め、一九七五年九月一四曰、
する。 最後の手続きは、この州をスイス連邦の一員として認めるかどうかの全国投票である。これほどの騒がしかった問
題に、今まで国はほとんどかかわりを持たなかったのは、いかにスイスが地方自治、自決の精神に支えられた制度を
堅持しているかの証であろう。今回は、スイス連邦の根幹にかかわる憲法の改正に関係するから全国民が投票に参加
この時点で、人口六七、一一六一人、面積八一一一七・四脈の新しい州の規模が確定したのである。プログラムに沿って、
（似）
すぐに立憲会議が設立ざれジューフ州誕生への歩みを踏み出した。新州の体制の詳しい経緯と内容が全国に報告された
きであった。（㈹）
燃している。
（妃）
のは一九七七年一一月一六曰だった。
最終結果として、上
からの分離を選んだ。
こ
の
時
点
で
、
人
口
一
敗者復活戦投票で行われた。その結果、反ジュラを打ち出した。四一一一六対一一六四票の圧倒的ベルン支持であった。
ただこの地区のみ前述のとおり特殊事情があり（ドイツ語圏であること、バーゼルに近いこと）、当初から、分離は
しないだろうと見られていたが、必ずしも、親ベルンではなく、この際へバーゼル（バーゼル・シュタット州かバー
ゼル・ラント州）、あるいは同じく隣接するゾロトゥルン州に帰属替えをする可能性も持たされていた。その期限は
ベルン憲法追加条項第五条により、一九七七年二月一九曰までに住民発議（イニシアティヴ）をするという留保つ
きであった。しかし、結果として、旧来のままベルン州に残っている。しかし最近バーゼルへの帰属変えの問題が再
連邦憲法の第一条はスイス連邦のメンバー名を定めている。それと関連して第八○条は全州議会議員の定数を各州
ご
う
問
題
ｌ
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ィ
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（
上
）
七
九
北
ジ
ュ
ラ
の
三
つ
の
〈地区〉マイナス一ヨミューヌとムーチエ地区の八つのコミューヌがベルン州
では逆に積極的に応援をしたのはどこの州だったのか。九○評以上の賛成票を集めたのがフリブール州（九○・｜
許）、ティチーノ州（九五・一計）、ヴァレー州（九一・九軒）、ジュネーヴ州（九一・二軒）であった。いずれも非
ドイツ語圏である。同じフランス語圏でもヴォー州は八八・六軒、ヌシャテル州は八四・七軒で、全国平均の八一一・
三
評
よ
り
高
い
と
は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
高
率
で
な
い
。
一
方
ド
イ
ツ
語
圏
で
あ
り
な
が
ら
ル
ッ
ェ
ル
ン
州
（
八
八
・
｜
評
）
、
オ
プ
ヴ
ァ
ま
ず
そ
の
前
に
、
全
体
の
様
子
を
ざ
っ
と
見
よ
う
。
ジ
ュ
ラ
新
州
連
邦
加
盟
に
反
対
す
る
票
が
上
回
っ
た
州
は
な
か
っ
た
が
、
二
五
州
（
半
州
を
含
む
）
中
、
ジ
ュ
ラ
に
最
も
消
極
的
だ
っ
た
の
が
ベ
ル
ン
だ
っ
た
こ
と
は
や
は
り
問
題
の
複
雑
さ
を
見
せ
て
い
る
。
全
国
平
均
で反対票は一七・七割であったのに対してベルン州は一一一○・四軒（八二、○五○票）あった。ジュラ地方の票を差し
引いて見ると、その反対票は一一一一・二七許に上がり、ベルン人がジュラ分離（あるいは分離問題）にかなり反感を持
っていた事がわかる。しかし、それは元からあったものだろうか。ジュラ問題にたいする反感だとすると、敵対はジ
ュ
ラ
分
離
運
動
家
が
種
を
蒔
い
た
も
の
だ
。
ジ
ュ
ラ
Ⅱ
ベ
ル
ン
関
係
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
表
徴
に
置
き
換
え
た
時
に
全
体
の
布
置
は
変
わ
っ
た
の
だ
。
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八○
二名の計四四名としている。州が増加すれば一一名増員となる。この一一つの条項の改正の是非を国民に問うものである。
国民投票は一九七八年九月一一四曰に行われた。結果は改正を是とするもの－、一一一○九、七一三票、否とするもの―一
八一、九一七票。八二・’一一評の同意を得てジュラ州は連邦の一員に迎えられた。その結果、ジュラ州は一九七九年一
月一曰をもって発足することに決定した。
し
か
し
こ
の
投
票
内
容
を
す
こ
し
詳
し
く
眺
め
る
と
、
や
は
り
「
南
」
と
「
北
」
の
溝
が
い
か
に
深
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
かる・
ベルン州内をみよう。州内平均投票率は四四軒と当事者州としてはさして高くない。ただ、「北」では八六割と圧
倒的な高さであった。これ以外の〈地区〉では低い。「北」では是とする票が否とする票の約一○倍であったのに対
して「南」のクルトゥラリ地区では否の方が多かったのである（四、四九一対五、九○○）ムーチエでもからくも是
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
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研
究
序
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（
上
）
八一
果であった。
ルデン州（八九・三軒）、ニートヴァルデン州（八六・五許）、シーク州（八七・一軒）、アッペンッェル・インナー
ローデン州（八七・○評）は比較的高い支持を示した。
この理由説明は簡単である。非ドイツ語圏が比較的高いのはジュラ問題が言語戦争だという「通説」によるからで、
一方、ドイツ語圏の幾つかの州が高い支持を示したのは、これらがカトリックの優勢な州だから、ジュラ問題は宗教
戦争なのだというもうひとつの「通説」に支えられたものなのである。そして、ここで見る限り、’’一一口語より宗教がや
や上位ファクターであったことも明白である。たとえば、同じフランス語圏でもカトリックの諸州とプロテスタント
州のヌシャテルの反応の差がそれを説明している。またドイツ語圏の同じ州でもジュラを高率で支持したアッペンッ
ェル・インナーローデン州と対象的にプロテスタントのアッペンッェル・アウサーローデン州は反対票二六・九軒の
冷たい反応を示した。それはまさに「北」と「南」の分断のある「通説」部分を全国規模に拡大してみせてくれてい
るものだ。あるいはカトリックのヴァレー州やフリブール州がイタリア語圏のティチーノ州より賛成票が低かったの
はこれらが言語国境をもつ州のためドイツ語圏を半分抱えていることの理由をあげることができる。しかし、ジュラ
問題がそのような単純な二項対立ではなかったことはすでに見てきたとおりである。とは一一一一口っても、ジュラ問題にそ
れらとは別の実体的な大義があったというわけでもない。創生物語はその時間的空間的総体がひとつの既に理由Ⅱ結
ジ
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が否を上回る（六、○九一一一対六、○一五）程度だった。コミューヌ単位でもクルトゥラリ地区の一七のコミューヌの
内一一が、ムーチエ地区の二六の内一一○がジュラ新州阻止に票を投じた。「北」への最後の抵抗、あるいは分身の離
脱制止だろう。一方ラウフェンとラ・ヌーヴヴィルはそれぞれ八一一一・一一三軒と六五・一一一七許の支持を集め、この〈地
区〉がジュラ問題からやや距離をおいたことがわかる。当初から分離側にまわる可能性が薄かったからである。それ
はこの両〈地区〉の今回の投票率の低さからもわかる（それぞれ五五・六○軒と六四・一○軒）。
この部分で見る限りジュラ問題への取り組みには三種の色分けが出来る。分離当事者と反分離当事者とやや局外者。
ある者にとってのアイデンティティは他の者にとっては何ものでもないか、あるいは自分達への敵対者となるという
三分法。わたしたちは、「民族」のアイデンティティの問題はせんじつめれば個のレベルの自我（それは「民族」と
の円環を持つが）の確認の延長線上にしかないのではないかとかんがえるものだが、このような、どうやっても客観
化できない関係の記号でしかないものがある曰、有意味に転ずるためにはかなり激しい差異化の発見・発明がそこに
必要である。一一一一口い換えれば、アイデンティティが創出されしかも補強されなければならない。
ところで、ジュラ問題はかたずいていない。未解決の問題として、ベルンに残ったムーチエに引きずられて、分離
への圧倒的賛成を投じたにもかかわらず、ベルン州に残らざるを得なくなったヴェルラ『の一一のＲ呉村と、ちょうど逆
にラウフェンに帰属を希望したのにジュラ州に組みいれられたエーデルスヴィラーロロの【のヨ］の『村の問題がある。
この一一つの村はベルン州憲法追加条項第四条に該当していなかったため帰属選択権がなかった。そういうコミュー
ヌはポラントリュイ地区にも三つあったが、この両村が特に問題になるのは、現在、州境に位置してしまっているか
らである。ヴェルラは分離派で、第一一段目の投票でジュラ支持を三一一票対七票で決めた（棄権一一）。しかしこの村の
北にはドゥレモン地区に接してクーランドラン○・日【の己］ご村があった。このクーランドラン村がジュラ編入権を行
使して、結果としてヴェルラ村がせり上がって州境になったのである。エーデルスヴィラーはベルン支持で（四二対
三五、棄権一一一一一）、村の東側にラウフェン地区に接して内・騏咀囚ｓｏ員砲村があり、ここがラウフェンに編入してしま
った。結果、州境にとり残された。このやや滑稽で気の毒な出来事は、ある意味で憲法追加条項の盲点だった。飛び
地を避ける配慮がかえって問題を残したのである。恐らくエーデルスヴィラー村の住民はこのことに早くから気づい
ていたのだろう。有権者一○○人の内二一一一の棄権をみた。一方、ヴェルラははじめから接戦をするムーチエ地区にあ
ったから逆に一○○軒のこれまた極端に高い投票率を示した。一票が命運を左右し得たからである。
現在もこの二村はそれぞれの帰属をめぐって戦い続けている。ジュラ州はヴェルラ村をいつでも受け入れる体制だ
が実はその法的根拠になっている同州憲法一三八条（「一九七四年六月一一一一一曰の住民投票に係わった全地区は連邦と
関係州の法規に照らして合法的に分離してくるならいつでも受け入れる可能性を保持するものである』が連邦サイ
ド
か
ら
各
州
の
領
土
保
全
の
権
利
に
か
か
わ
る
連
邦
憲
法
違
反
だ
と
さ
れ
て
、
い
ま
だ
に
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ン
州
は再びあの気の遠くなるような州憲法追加条項作成から始まるすべての作業でもしない限りヴェルラ放出、エーデル
スヴィラー編入の法的根拠を見い出せないとしている。作業をめんどくさがっているのではない。ヴェルラ村のジュ
ラ支持者全員一一一五名の署名を集めても到底憲法の追加条項をあらたにつくらせるための発議（イニシアティヴ）権は
得られない。もちろん何十年の「戦い」を経てベルンを選び取ったベルン州内の他村がここを離れたいというヴェル
（鯛）
ラ村のために署名集めをすることはありえない。一方、エーデルスヴィーフー村についてはとくにジュラ州が難色を示
している。歴史的にこの村はドゥレモンの領地で、完全なフランス語の村だったのが、一八世紀中ごろからドイツ語
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
八三
ポ
ラ
ン
ト
リ
ュ
イ
地
区
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ド
ゥ
レ
モ
ン
地
区
と
の
格
差
は
か
な
り
大
き
い
。
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
物
語
の
濃
度
の
格
差
で
あ
る
。
ポ
ラ
ン
ト
リ
ュ
イ
市
は
も
と
も
と
ジ
ュ
ラ
の
文
化
的
、
政
治
的
中
心
だ
っ
た
。
司
教
座
も
あ
り
フ
ラ
ン
ス
と
の
併
合
時
は
モ
ン
Ⅱ
テ
リ
ブ
ル
県
の
首
府
に
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
新
州
が
発
足
す
れ
ば
交
通
の
要
衝
に
も
あ
り
人
口
も
多
い
ド
ゥ
レモン市（ポラントリュイ七、○一一一九人に対して二、六八一一人）に州都が行くのはあきらかで、これまでの心理的
優
越
性
は
ベ
ル
ン
州
内
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
誇
り
で
な
か
っ
た
か
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
差
異
の
意
味
付
け
か
ら
生
じ
る
と
す
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
ゥ
レ
モ
ン
の
よ
う
な
も
と
も
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
薄
い
と
こ
ろ
に
こ
そ
作
為
が
強
く
増
幅
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
だろう。
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
八四
民
に
「
占
領
」
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
問題はまだある。さきにふれたポラントリュイ地区内の一一一つのコミューヌである。反ジュラを選びながらジュラ州
に
組
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
地
理
的
に
ベ
ル
ン
州
（
あ
る
い
は
そ
う
な
る
可
能
性
の
あ
る
州
）
と
の
境
界
を
持
た
な
い
ポ
ラ
ン
ト
リ
ュ
イ
で
は
、
〈
地
区
〉
の
多
数
決
が
す
で
に
絶
対
で
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ヌ
に
は
選
択
権
が
な
か
っ
た
。
ま
た
ポ
ラ
ン
ト
リ
ュ
イ
地
区
に
は
ジ
ュ
ラ
州
を
選
ん
だ
も
の
の
、
僅
差
で
選
択
に
到
っ
た
コ
ミ
ュ
ー
ヌ
が
七
つ
あ
っ
た
（
た
と
え
ば
ミ
エ
ク
ー
ル
村
冨試８巨耳。’一一一六対一一一一一一）。
る。ジ
ュ
ラ
分
離
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
も
、
自
ら
が
求
め
た
と
は
い
え
、
結
局
、
政
治
・
行
政
的
解
決
に
堕
落
し
た
。
し
か
し
、
上
でも論じたように、追求目的を実体化せざるを得ない以上、疑似解決でもして終結宣一一一一戸をしなければ永久革命になる
ジュラ問題はジュラ地図のなかの様々な記号の編成替えだった。一点を移動するだけで波及的に新たな問題が発生
たとえば「南」の「アイルランド化」。すなわち、「南」に、とくにムーチエ地区にジュラ問題をミクロ化し濃縮し
尖
鋭
化
し
た
。
少
な
く
と
も
顕
在
化
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
だ
。
ベ
ル
ン
州
人
口
の
六
・
八
軒
と
い
う
デ
ー
タ
か
ら
以
前
に
も
ま
し
て
過
（“） 
激なマイノリープィ物語を作る分離主義者がいる。
北
ジ
ュ
ラ
に
と
っ
て
は
、
当
初
の
予
定
の
半
分
の
地
域
（
約
五
五
評
）
、
半
分
の
人
口
（
約
四
八
軒
）
で
分
離
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
様
々
な
不
利
な
結
果
を
導
い
て
い
る
。
しかし問題は新たなマイノリティである。ジュラ州内では、住民の中で非フランス語人口は九、’’一一三人（一九八
○
年
現
在
。
以
下
同
じ
）
で
一
四
・
○
五
軒
と
な
っ
た
。
非
カ
ト
リ
ッ
ク
人
口
は
一
○
、
六
七
三
人
で
一
六
・
四
一
一
軒
の
少
数
派
に
な
っ
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
逆
転
で
あ
る
。
ジ
ュ
ラ
州
憲
法
は
そ
の
第
一
一
一
条
に
「
フ
ラ
ン
ス
語
は
ジ
ュ
ラ
共
和
国
・
州
の
国
語
で
公
用
語
で
あ
る」と定めている。ベルン州のドイツ語優位の一一一一口語慣用に抵抗し続けてきたジュラ人はベルン人より寛容なのだろう
か
（
ベ
ル
ン
の
憲
法
は
独
仏
語
を
州
の
国
語
に
定
め
て
い
た
）
。
典
型
的
な
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
こ
こ
に
見
ら
れないか。宗教についてはジュラ憲法第一一一一○条にカトリック・プロテスタントの同権をうたっていて問題はない。
し
か
し
ベ
ル
ン
時
代
に
も
不
満
の
種
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
上
の
出
来
事
に
こ
だ
わ
る
な
ら
別
だ
が
。
む
し
ろ
こ
の
問
題
は
反
分
離
主
義
者
に
こ
そ
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
配
を
お
そ
れ
る
動
き
は
し
ば
し
（妬）
ぱ
見
ら
れ
た
。
宗
教
改
革
の
中
、
心
の
一
つ
で
あ
っ
た
ス
イ
ス
で
も
最
近
カ
ト
リ
ッ
ク
は
急
速
に
信
者
数
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
人
労
働
者
な
ど
を
加
え
た
数
で
は
既
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
四
四
・
三
軒
に
対
し
て
四
七
・
九
割
と
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
潜
在
意
識
の
中
で
防
衛
的
な
る
だ
ろ
う
。
ス
イ
ス
で
最
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
強
い
の
は
ベ
ル
ン
で
あ
っ
て
み
れ
ば
「
南
」
が
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
八五
し
て
い
く
。
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
八六
ベルンによりかかるのは、もし宗教戦争とみるなら、当然のなりゆきだったかもしれない。しかし、ここでも同じ事
が一一一一口える。「南」にもカトリックはいるのである（ムーチエ地区三九許、クルトゥラリ一一四軒、ラ・ヌーヴヴィル一
五軒、ラウフェン八七評）。この人々はベルンを選んだのか、ジュラを選んだのか。現代スイスのように宗教に寛容
（妬）
であるだけでなく実践信者の少ない国で、信仰が個人のレベルで州選びの判断材料に大きく働くとは考えにくいので
ある。しかし、二者択一で票を投ずる今回のような方式では、あるいは、わかりやすさが、すなわち大衆的通俗さが
唯
一
の
指
標
に
な
る
宿
命
で
あ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
ジュラの「政治的被抑圧からの解放」劇をもう一度、振り返ってみよう。
ジュラの帰属問題は、ブルゴーニュ王がバーゼルの司教に南ジュラの修道院とその領地を献上したことから始まっ
た。すなわち、自治ということがもし問題になるのなら、この時点こそ問題にすべきであるのに、ジュラ州政府はむ
しろここから一八一五年までを、どちらかというと創生神話的に扱っている。ジュラは司教領として緩やかな中世封
建支配下に入り、その後いくつかの転変、特に宗教改革に国内が分裂をしたことなどがあったが、分離・独立問題な
どは発生しなかった。それは住民に帰属に関してのアイデンティティ意識など生まれていなかったからである。少な
くとも、自覚的ではなかった。フランス革命のさなか、フランスに併合されるが、この時は、ジュラ人は、司教の世
俗支配を断ち切る革命家だった。自らが選び採った道だった。一八一五年、ウィーン会議の戦後処理決定でスイスに
返還され（あるいは、スイスに併合され）、ベルン州の領土となってから、一九世紀を通して幾度か独立の機運が盛
＊ 
＊ 
＊ 
り上がるがいずれも成就しなかった。独立、自治、そういうものが政治の世界で意味を持ち出した時代風潮にジュラ
とかかわりをもったベルンが不幸だったとも一一一一口えよう。今世紀に入って第二次大戦後ようやく具体的な運動に結集し
始め、一九七四年、州民投票によりジュラ地方の分離決定するが、南半分のジュラ（地理的に言えばベルン側、南ジ
ュラ）とラウフェンは分離を拒否。一九七八年スイス国民投票によりジュラの北部（北ジュラ）のみの連邦加入が承
認され、一九七九年、スイス一一三番目の州が誕生した。
この分離運動の全体像は、たとえ歴史的事実としても客観的に述べる事は困難である。どのように客観を装っても
バイアスがかることは避けられない。それは「地」と「図」の読み取りにも似た不決定な要因があるからである。
これは、ここまで述べた経緯の包括的与件をふまえれば、明確なことであろう。この分離問題はたんに、ベルンと
ジュラの関係、北ジュラと南ジュラの関係のほか数多くの与件が混入してきている。もちろん、この分離運動は平板
な「自治権獲得」という認識のみに支えられたものとしても見るわけにはいかないこともすでに述べたとおりである。
結果だけから、分離に至った「北」と、ベルンに残留した「南」との、その過程で現れたジュラ人の選択肢を図式
結果だけから、分》
的に整理しておこう。
ａ
「
北
」
ジ
ュ
ラ
人
ｂ
「
南
」
ジ
ュ
ラ
人
次ｂ
に
ｃ
分
離
賛
成
．
分
離
反
対ジニ
フ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
八七
ｅ南北ジュラは同一の地方という認識
ｆ南北ジュラは異質の地方という認識
この単純なファクターだけでも論理的には八通りの組み合わせがあった（そのうちもっとも典型的なパターンはａ／
ｃ／ｅとｂ／ｄ／ｆの一一つであったろうが）。そうするとこの対立相手を、たとえば説得しようとしても、超えなけ
ればならない障害は多岐にわたる。分離という問題を設定した瞬間、事は錯綜したのである。「自治」というキーで
は彼らのアイデンティティの問題は解けない。またこのようないわばマニアックなたえず下位へ分離の選択肢を延ば
していく彼らの行き着く先はどこだろうと一一一一口う興味もわく。さらに、アイデンティティのアイデンティティ以外のあ
るいは以上のなにかにむしる創作されるのでないか、という疑問もわく。これらの問題については、七（「アイデン
ティティの円環」）でかんがえる予定である。
もう一つの明示的な差異を「言語」と「宗教」と「本籍」という一一一つのファクターに単純化して検証してみてみよう。
まず、ジュラ人の母語と宗派の相関は次のとおりである。
最後に
ｅ
菊
ジュラ問題ｌアイデンティティ研究序説（上）
八
八
プロテスタント カトリック
南ジュラ（ベルン州） 北ジュラ（ジユラ州） フーフンス季胆
ベルン州 ラウフェン（ベルン州） ドイーツ窒叩
今、ジュラの、ベルンへの帰属（或は、からの分離）を眺めると、その選択基準は、「南」「北」を中心に据えて、
結果だけから見る限りでは、言語問題でなく、宗教問題だったといえる。しかし、北ジュラとラウフェンを中心軸に
据えれば、あきらかに一一一一口語問題であり、その両方を含みうる解は、ｐ・ｑという連一一一一口命題になる。即ち、カトリッ
クでかつフランス語の地域のみが分離し得た、と。
（〃）
しかし、事は、もちろんそんなに単純ではなかった。一一一一口語について一一一一口えば、こういう世論調査の結果がある。ドイ
ツ語圏のスイス人の一一一六・六軒がフランス語を流暢に喋れるのに対して、フランス語圏でも三八・四計がドイツ語を
流暢に喋る。これはほぼ同率だ。逆に、フランス語を全く喋れないドイツ語圏のスイス人は一一五・一一一許に対して、ド
イツ語を全く喋れないフランス語圏のスイス人は一一一五・’一一軒もいる。また両地域間に溝が深まっていると答えるドイ
ツ語圏の人が九・三軒に対して、フランス語圏では一一七・’一一割である。もうひとつ、その溝の原因をドイツ語圏の
人々はメンタリティの違い五四許、一一一一口語の壁一一一五・三軒としているのに対して、フランス語圏では前者を六一・一一一軒、
後者を二八軒としている。これらの数字から、ドイツ語圏のスイス人のいわば相互理解の善意の努力にもかかわらず、
スイス・ロマンド人のマイノリティ意識による過剰防衛意識の可能性を読みとるのは強引だろうか。フランス語が軽
視されているからドイツ語人種は抑圧者なのでなく、ドイツ語圏の人間を抑圧者だとする主観的位置づけから、フラ
〈妃）
ンス語が軽んじられているという物語が創出したと一一一戸えないか。
その複雑な経緯にもかかわらず、北ジュラが最後まで分離する形を残し得たのは一種の排除法的結果であり、これ
は、アイデンティティの問題をかんがえる時に重要な与件となるかもしれない。すなわち、少しでも異物を排除して
いく純血制。（それが行き着く先は一人一州？しかし、そのことは「民族」という文化集団によって保障され、白
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
一
八九
＜地区＞
クルトゥラリ
ムーチエ
ラ・ヌーヴヴィル
ラウフェン
フランシユーモンターニユ
ポラントリユイ
ドゥレモン
カトリック
２４％ 
３９％ 
１５％ 
８７％ 
８６％ 
フランス語 本籍ジュラ
３３％ 
３８％ 
３７％ 
４６％ 
７４％ 
６９％ 
％
％
％
影
％
８
０
３
２
８
 
７
８
７
８
 
ジ
ュ
ラ
問
題85％ 
80％ 
90％ 
84％ 59％ Ｉアイデンティティ研究序説工）
九
○
己に還元するアイデンティティと自家撞着する。この折り合いは、他者と均衡している
という実感が安定的に得られないかぎりカオスに到るまで続くのか？）
次に、本籍を加えて、統計上の数字で示すと上の表のようになる。
スイスでは、制度上、本籍は変更が出来ない。いわばこれは顕示的エスニシティで、
そのシンボル性はかなり強力である。
〃カトリック、フランス語、ジュラ本籍“の三つはベルン州の支配的指標に対立する
ので、このファクターを分離指向の支配的指標として、上の表のパーセントをポイント
化して単純に加算してみると次のようになる。
クルトーウーフ川“
一三五ポイント
ム
ー
チ
エ
一五七ポイント
ラ
・
ヌ
ー
ヴ
ヴ
ィ
ル
一
二
五
ポ
イ
ン
ト
｝フウフエン
一三五ポイント
フ
ラ
ン
シ
ュ
Ⅱ
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
二
四
八
ポ
イ
ン
ト
ポ
ラ
ン
ト
リ
ュ
イ
二
四
七
ポ
イ
ン
ト
パトウレモン
一一一一三ポイント
はじめの四つの〈地区〉が反分離でベルンに残留し、あとの三つが分離を果たした
（岨）
〈地区〉である。こういうの見えやすさは一体なにを意味するのだろう。アイーデンテイ
テ
ィ
は
こ
れ
ほ
ど
明
瞭
に
形
式
的
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
こ
の
形
式
は
分
離
運
動
が
作
為
的
に
創
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
なみにジュラ地方の平均値は一八五ポイントである。先に述べたように、ジュラ分離は五一・九評の賛成でからくも
達成された。従ってこの一八五あたりが分離・反分離の分岐点となろう。「南」で行われた過激な分離運動は、敗北
が
自
明
の
理
の
、
あ
る
い
は
身
を
棄
て
て
「
北
」
の
分
離
を
助
け
た
一
票
へ
の
け
な
げ
な
執
念
だ
っ
た
の
か
。
序である。
多
数
決
の
原
理
と
、
個
人
に
還
元
せ
ざ
る
を
え
な
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
接
合
は
も
と
も
と
不
自
然
で
、
こ
の
よ
う
な
分
離
運
動
の
収束の仕方に意味があったのかどうかの問いとは別に、少なくともこの事が一応可能に見えたのは、スイスの政治的
風土、すなわち中央の牽引力、求心力の希薄さのせいであろう。分子が拡散し、個の秩序の赴くまま全体の無秩序を
つ
く
る
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
法
則
の
世
界
に
そ
れ
は
似
て
い
な
く
も
な
い
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
中
央
の
権
威
に
収
敵
す
る
体
系
の
中
に
お
け
る
個
の
領
域
境
界
の
ア
イ
マ
イ
さ
が
支
配
す
る
オ
ポ
ロ
ゲ
ナ
曰
本
的
無
秩
序
と
い
か
に
も
対
象
的
な
も
う
一
つ
の
拡
散
す
る
無
秩
《圧（１）ドイツ語の「ユラ」の発音はテーマとして扱う地域の一一一一口語に鑑みて本稿では使用しない。注（５）参照
（
２
）
た
だ
し
、
ラ
ウ
フ
ェ
ン
地
区
の
み
ド
イ
ツ
語
が
支
配
的
で
あ
り
、
か
つ
ジ
ュ
ラ
問
題
に
や
や
特
異
な
位
置
を
占
め
る
の
で
、
以
降
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
こ
の
地
区
は
し
ば
し
ば
論
外
に
お
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
で
述
べ
る
い
わ
ゆ
る
残
留
地
区
を
一
般
に
「
南
ジ
ュ
ラ
」
と
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
九一
〔以下「下」へ〕
は、独立国Ｌ
（ｕ）Ｐの三呉旨）
（、）の四Ｎの＃のｇ
（、）］巨局目巴旦の
（ｕ）］ロ『ロ巴口の
（
咀
）
例
え
ば
、
一
（８） 
（９） 
（皿）
（６）『スイス連邦憲法』第三条
（７）＆の亘曰は行政・司法上の区分で、
三日を単独に用いる場合は〈地区〉、
町
村
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ヌ
と
し
た
。
（３） 
（４） 
（５） 
例えば、一九八一一一年の国民会議議員選挙にデータを求めると、勺の辺の句の（社会党）、句。●邑勺○○国（進歩組織体）、
甸己皀勺己少（労働党Ⅱ共産党）、弓の乏勺の少（自治社会党）、勺の○一の少石（労働者社会主義党）など、いわゆる「革新」得
票率が、スイス平均の二七・五評に対して、ベルン州ジュラでは六六・七割と際立って高い。
が加わる。本』
は
し
て
い
な
い
。
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
（
上
）
称するが、ラウフェンに限ってこの通称からはずれる。
］ロ『ロロ］□の⑦のどのぐ①）四日＆乞窒
の四Ｎの＃のＱの門四二の四日］の》ｍｐｏぐ・乞函函・
］巨口〕四］ユの⑦のロ⑪ぐの》田］已口ご震》屋の①宮のロ〕ウＨの］＠霊
の庁国威のロロ巨のＱ①］）］ロロロの斤凰の》］巨局四国』＠ｍｍ・
世界銀行年次報告、’九八八年によれば一位は、実際はパーミューダ諸島（約一一八○万円）だと言われるが、ここで
、独立国として国家の形態をとっている国を対象にした。
「コミューヌ」と「〈地区〉」については三、「州」を参照。
原語を並記した場合は左が仏語、右が独語。ちなみにスイスでは公用語は独、仏、伊。国語はそれにレト・ロマン語
加わる。本稿では、扱う地域と問題がもっぱら独、仏の二言語にのみかかわるので、この一一一一一一口語以外の一一一一口語での複記
『スイス連邦憲法」第四三条
注（２）を参照。
「コミューヌ」■①四ぐ【些桿＠ｍｍ
住民の自治は８日目目のレベルで発揮されるシステムになっている。本稿では島の‐
固
有
名
詞
と
共
に
用
い
る
ぱ
あ
い
は
ド
ゥ
レ
モ
ン
地
区
の
よ
う
に
〈
〉
ナ
シ
で
表
し
た
。
市
九
一
一
二
（
Ⅲ
）
ロ
ー
ラ
ス
Ⅱ
ラ
ウ
ラ
キ
ー
族
（
閃
目
日
Ｑ
）
ま
た
は
ラ
ウ
リ
キ
族
（
閃
四
日
】
ｇ
）
に
由
来
す
る
共
和
国
名
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
ジ
ュ
ラ
の
歴史的位置をよくあらわしている。ラウラキ族は、ローマ時代、ヘルヴェチア族と隣国どうしであったケルトの小部族
で
旧
ベ
ル
ン
ジ
ュ
ラ
と
パ
ー
ゼ
ル
ジ
ュ
ラ
の
北
西
に
居
住
し
て
い
た
。
紀
元
前
五
二
年
に
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
戦
に
破
れ
、
そ
の
東
半
分
が
ロ
ーマ領となり、缶巨四］の己日日】８という都が定められたが、これが現在のアウグスト缶巨四」の【（バーゼル・ラント州）で
ある。しかし、この都も西暦一一六○年にアラマン族に滅ぼされた。この歴史的経緯もジュラの人々の気持ちに無意識の
うちに象徴的な反・ドイツ語圏意識を形成するのに無関係だとは言えない気がする。すなわちゲルマンに侵略され滅ぼ
されるラテンⅡケルトという物語りの図式がここにも見られるからである。参考：〕ごｐｐｍ○少向のシ界Ｃ○三‐
宮同三目シ閃目□同国向伊田○○シドロ●○、邦訳「ガリア戦記』（岩波文庫）。一・五、一・二九、六・’一五、七・七五
（犯）この両州は長らくベルンの領土であった、フランス革命のさなかに発足したスイス共和国は間もなく革命派と旧体制
派
と
の
対
立
か
ら
内
乱
状
態
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
口
実
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
介
入
、
調
停
法
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
ヴ
ォ
ー
州
と
ア
ア
ル
ガウ州は、ベルンの手を離れ独立、一八○三年スイスに加盟した。しかしベルンは必ずしもこれを承服していなかった。
ナポレオンの没落を機に一八一一一一年一二月一一一日オーストリア軍の後ろ楯で、ベルンは両州を再び支配下に戻す行動に
（Ⅳ）「終末から』と「小説新潮』に連載後、単行本として出版された一九八一年八月時点では分離が達成されていた。
（肥）バーゼル司教領は一○三一一年に神聖ローマ帝国に、他のスイスと共に組入れられたが、とくにこの地に行政上も文化
上
も
変
化
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
。
（四）例えば、サン・チミエは一一一一五一一年、ラ・ヌーヴヴィルは一三八八年にベルンと盟約を結んでいる。
（
別
）
一
六
九
一
年
、
一
七
○
二
年
。
拒
否
の
理
由
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
の
強
い
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
な
ど
が
一
緒
に
加
盟
を
申
し
込
む
こ
と
を
の庁【巨斥斤巨Ｈ囚匡四ｍのｏロニョの旨》得①⑭①）Ｎ巨国。■
（肥）宛、のロ］己庁の８口】ロ日ｍｍＱのの冨耳一ｍ目×、］のＲ－ｏｐｍＯ目庁。ｇ｝①の』の］ｃ『申》］垣缶の三℃霊営伊口内ｇ巨三口巨の①〔○ｍ呉○口目］員四》
己。、］例えば、サン・チミ一
一六九一年、一七○一
恐
れ
た
た
め
と
い
わ
れ
る
。
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
｛
上
）
九
（別）スイスの時計の九○許はジュラ山脈の町や村で作られている。しかもその殆どが雰細企業の域を出ず、’九三五年を
ピ
ー
ク
と
し
た
大
不
況
期
に
た
い
へ
ん
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ル
ン
と
の
経
済
格
差
是
正
で
救
済
さ
れ
う
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
うか。実際スイス全体がこの期間、輸出でみても、二○年代の三分の一一に落ち込み、繊維産業などは一一○年代の一一一分の
一にまで低落した。スイス・フランの三○許平価切り下げも一九一一一六年九月一一七日に行われている。
（別）分離運動のピークの一九七四年頃、ジュラ地方を歩くと至る所に赤いハートを形どった《］》日日の］巨日》（ジュラを愛
す
）
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
｜
方
ベ
ル
ン
州
の
旗
や
シ
ン
ボ
ル
（
熊
）
に
は
赤
イ
ン
ク
が
投
げ
付
け
ら
れ
た
り
ペ
ン
キ
で
消
さ
れ
て
い
た
。
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
ベ
ル
ン
の
印
に
は
ジ
ュ
ラ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
か
ぶ
せ
て
あ
っ
た
。
山
膚
に
はジュラ旗の模様がまるで京都の大文字のように描かれていた（これは最近旅をした時には消されていた）。子供達も
〆白へ〆■、
２９２８ 
、－〆、－〆
（別）四局の①０戸地区はバーゼル州に、口、日臼の⑩の一部はヌシャテルに組み入れられた。
（妬）「合併報告書』シｓの。①Ｈ自己。ご第一九条。
（邪）この時のスローガンに倉の、富国は目昌、目【・ロ□の因の目の一》》という文一一一一口がすでに見られる。
（〃）たとえば連邦レベルでも、高級官僚二、○五二人（郵便・テレビ省弔月月と国鉄○司甸は除く）の母語一一一一口語分布をみ
ると、ドイツ語七一一一・一一轡、フランス語一一一評、イタリア語一一一・七割でスイス全体の言語分布の七四・五替対二○・一
軒
対
四
許
に
ほ
と
ん
ど
き
れ
い
に
比
例
し
て
い
る
。
最
上
級
官
僚
（
一
九
九
人
）
で
も
、
言
語
圏
分
布
は
そ
れ
ぞ
れ
、
七
八
軒
、
一
九
・
五
軒、二・五許である。ただしこれに反する数字（高級官僚の定義の違いによる）もあって、それによると、それぞれ八
一・一一一軒、’六・一一一評、四替である。〈旧のの幻・曰四三ｍの・具‐】］：○口の‐Ｈのロのｍのロ〔、の》〉］・巨日目三の⑦①ロ、ぐの）国言・口巨①ご・
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
）
九四
出ようとしたが抵抗にあった。この状況のなかでジュラの帰属問題が浮上してきたのであった。
（
理
布
告
第
三
条
、
「
ス
イ
ス
連
邦
は
バ
ー
ゼ
ル
司
教
公
国
が
本
邦
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
意
志
を
表
し
て
き
た
。
仲
裁
に
入
っ
た
列
強
国
も
同
地
の
命
運
を
決
定
す
る
こ
と
を
願
い
同
司
教
公
国
と
ピ
エ
ン
ヌ
の
町
な
ら
び
に
そ
の
領
有
地
は
爾
後
ベ
ル
ン
州
に
帰
属
す
る
こ
と
に
決まった」
○・‐し．Ｏぽのぐ囚］］：）ロ・函］。
記
）
投
票
は
一
九
五
九
年
七
月
五
日
に
実
施
。
（師）「投票権のあるものとは当該地に三か月以上住んでいる州レベルでの有権者」（八条）、「投票主題の法制上の規定」
（九～一二条）、「憲法投票の規定」（一七条）「新州創設の投票実施の規定」（一八、一九条）、「連邦レベルでの新州加盟
の
賛
否
投
票
実
施
の
規
定
」
三
一
条
）
な
ど
。
（妬）’九六○年一一月一五日ベルンの執行会議（内閣）はジュラの運動家が主張するような意味ではジュラの自治はこれ以
上必要ないという方針を打ち出した。また一九六三年一一月の『白書」でもカントンの統一性を問題にするような見直
ジュラの旗をもって集会をしていた。高校生が新聞の切り抜きを誇らしげに見せてくれた。ムーチエから北の山奥の
村々には〃祝祭〃のウキウキするような熱が沸騰していた。
（Ⅲ）ベグランは「南」のトラムラン目日日の一目に一九一一一年生まれ、ヌシャテル大学を卒業後、労働組合運動に専従、一
九四七年ころからジュラ問題に取り組み、《ジュラ連合》閃四のｍのヨワ］の日のご二目四ｍの」のロ〔後出〕結成、書記長を勤めるかた
わら『自由ジュラ』新聞を主宰する。現在も、ジュラ州議会議員として、「南」併合運動を続けている。彼の「証言」
については六（「文学・証言」）でふれる予定。
（皿）ジュラとベルンの同一権利、ジュラ地区のフランス語公用化、ジュラ出身の大臣を二人置くことの明文規定。これら
は採択された。その他の要望で例えばジュラ旗の公認やポラントリュイの司教座資料館などの復活などは州令で決めら
れた。いわゆる「第二州会」の要求は採択されていない。
（弧）たとえば一九五二年九月六日の宣言文ではこれを鮮明にした。
（弧）一九五二年一一月に「南」のトラムラン目日日の］目で結成。その主張は、ジュラの利害はベルン州の枠内でこそ守ら
れるべきだというもので（たとえば一九五三年四月一一五日制定の規約）、一九五○年の改正憲法で十分とする。また、
いわゆるバーゼル司教公国は近代的意味で言う国家ではなくジュラがその意味でかって統一的な自治体であったことは
しは出来ないとした。
ない、とも一一一一口う。
ジ
ュ
ラ
問
題
ｌ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
序
説
工
）
九
五
（必）「ジュラ問題は決着がついていない」とする全州議会議員のロジェ・シャフテル用・ぬの【の、宮津の【などはその最右翼
である。また「南」ではデモや反分離主義者との衝突、襲撃事件が頻繁に、まだ起こっている。
○四国の弓旦の巨皀の四目の》』⑦日日の』①異口］欲ぐ」ｃ霊・
（妬）
』
①
』
Ｃ
竹
ご
ざ
紺
こ
き
柑
皀
窒
枅
叶
｝
こ
こ
、
亀
．
、
軒
四
ｍ
・
の
軒
吟
ご
軒
崖
し
軒
刈
□
１
×
、
ピ
テ
臼
・
一
軒
①
三
軒
望
』
軒
、
三
軒
州
Ｓ
含
Ｐ⑭軒
」』軒
已
軒
ロ
・
「
軒
（鮒）きちんと教会に行く（ロ呂口目員）のはプロテスタントで一軒、カトリックで五許だと一一一一口われている。（ただし、
自己申告してもらうと、一三・五軒のスイス人がきちんと教会に行くと答えている）
句昌の自己目四目己のｍの言‐日・』目の曰の、の》□・詔・
（〃）■旨の葺昌三円のによる調査。〈匿西の日のの〉》巨曰四匡浸『・
（蛆）この種の「被害者〔意識〕同盟」に缶のｍ・口昌・ロ８日四己の□のの○三巴忌ヰロロ８日・ロの（シ宛の句）という組織がある。
ＲＪの書記長のベグランも副会長として名前を連ねている。この機関誌〈宮門○日目臼の〉はその意味で本論のアイデア
〆￣、〆■へ〆￣へ
４３４２４１ 
、－〆、－〆、－〆
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九六
（胡）］・○・用①ロロヨ「四］今田四Ｃ口のの画○口］ｐＨ四ｍの】のごロ①》ロ・霊・
（胡）ＲＪの一一一月一六日の声明、］・巨曰囚一旦①の①扇ぐの》弓日閏の乞蜀・
（側）一九八九年五月一一一一日付けの報道によれば、ラウフェンのバーゼル帰属についての住民投票が一九八九年一一月一二
日に行われることが決定したそうである。
（、）新憲法は一九七七年三月一一○日、賛成一一七、○六一票、反対五、七四九票で可決された。
』＠ｍ四・ 新憲法は一九七七年三月一一○日、一
彦白のｍの四ｍのの巨局］囚ｎ局、四画○口旦巨一口Ｈ四・
ヴェルラ村は一九八一一年八月二一 ｜曰から自主的分離を強行し、「自由村」を名乗っている。］○日目三の⑦のロ⑩ぐの》四回・鼻
参
考
文
献
河野蔓冨曼冨団冨ｑ言曼山山冒冒已墨言・ミゴ》蔦冒の曼己・ミＲ三口腐○鼠Ｃｓ員菅。。§のＱ薑冨曼凹冒筥貢展壺尹
冗冴ミご冴已買已討守時ａ討旦菖円ロミミ②Ｈｂ司印
に興味ある資料となっている。
（岨）一九八○年統計によれば、こうやって分離をはたしたジュラ州のカトリックは五四、三一一一一人でプロテスタントの
八、六五五人、その他の一一、○一八人を引き離している。州人口の約八三・六許はカトリックとなる。一方、フランス
語を母語とするものは五五、八五一一一人で、ドイツ語の四、○六八人、イタリア語の一一、七八五人、その他の一一、一一九
人をやはり引き離している。州人口の八六許はフランス語を母語としているのである。次に、カトリックでかつフラン
ス語という連一一一一口が成り立つ人は、四八、○三四人いる。即ち、州人口の七四軒にあたる。また、さきの命題のいわば逆
にあたるドイツ語が母語でかつプロテスタントの州人は、一一、’一三人いて、州人口の一一一許を占める。しかし、この州
でもドイツ語を母語とする人の五一一評がプロテスタントだということは、あきらかに、ジュラでは、宗教／言語に高い
相関がみられるといえる。なお、スイスで最もプロテスタント化が進んでいるのはベルン州で、ほぼ八五許がプロテス
タント。一方、ジュラ州はカトリックの比率のもっとも多い州となってしまった。この予感が「南」を「脱落」させて
しまったのだという「主観的」意見はしばしば聞かれた。しかしこれはそうとう慎重に分析をしなくてはならないだろ
う。というのは「北」の人々は必ずしもカトリックとか宗派を大義とはしなかったし、また今日のスイスではカトリッ
ク・プロテスタントの宗教的軋礫はないからである。現にスイス全体の平均を見るとプロテスタント五○・四軒に対し
てカトリック四三・六軒で、この均衡は健全ですらある。
の①ａｎの回の］四の庁呂の目巨の①芹口の一国三・同日四昌巨のｇの閃か己弓冒巨の①庁○目Ｓｐｓ］貝四〉皀諒Ｆの］巨日のｐＯ冨坤のの》ロ・霊
の（昌江日呉］四ｍの呂笥の旨》ご函９℃・量．
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門へ雪害冴曼ご○討曼囚心のｅご冨守忌己。卯
〔
菖
蔓
蔓
冨
曼
冒
宛
轡
ｇ
葺
忌
：
『
〔
菖
ご
菖
曼
冒
員
。
（
ご
尋
曾
二
醇
陵
『
の
言
辱
８
曽
塁
言
言
行
囚
営
暑
亘
①
。
、
ご
ミ
行
、
農
嶌
行いロミミら■①「、Ｑご円冒ミ。＆ご評灘○言＆凄い自己嵐（Ｈ①、刃
司目、］①【の（四ロワの『》二涛濁思侭愚の量、冒同二ざ斡○冨旦忌日曽ご苫巨菖』冨原』③ご○ぐの曰ず『の］召『・
］・‐Ｃ・肉の目ョ「四一ｇＥ富へ湯註冒冒冨房符曽三匹・同日の具の》勺昌の》皀芦
○・口ぐの日の目の貝□の］囚宛か宮三口巨①の庁Ｏ四貝・ロｓ］巨日》旧Ｓｃ量冨註冒冒菖易暑§Ｐ§、富（菖冒の舅農Ｃの一ｍ目〕・貝」①霊
旧四用のロロワ一国口の①庁○四口庁ｏｐＱ巨曽巨円囚》ｈ①」ミロ⑮旨、貫亜閤騨乞函ｍ・
ぐ旨Ｏの貝弔亘］甘己の蔭ミミ自記轡弓尽息旧目の四目の》ご易
Ｏ］四巨○の］曰］］の円呉・］の四ロー両の四口わ。】のＺ巨市あす四口目〕のＨ》Ｏ｝四口Ｑの幻のワの庁の輿．ｍ冴冒（高旦忌、ミＰ司臥ウ○巨『頤ご淫
ｏ冨口８］］の【】のＱ両斤具ｈＱ宛轡罠冨冨⑮ａｓ言ご菖暑」葛原勺・口呵の昌日畠．』湯「・
巨宛ｇロニロロの①（ｏ四言。ご目］巨員冒冒旧図のヘミミ》Ｃの］の曰・貝』＠ｍ『
司四ロ①ロロロロ四口９門行い凰冨⑩‐言＆忌魯の宮冴めいＦ囚巨の囚ごロの》］房『
宛のロの尻目口の①］）ロロ己の］‐Ｆ・の①』］のＨ》一ｓ鼠＆罵閲旦寒《②冨冴馬ごミミミ時））や〕Ｆ四口⑩四口ロの》』①臣・
の①。温ののシロロ【の】の（四再月明皿シｓ忌烏（奇．国冴さご侭へ忌冒の宮易い⑮負＆明の富冴吻（明いく。］・Ｐ四口の四口目の》］＠認・
勺の｛のＨ少のワの『の。昼の亘昌円のの函巨の冨吻の烏冒ごミミミ＆湯座ざへ湯口冒隻等曼膏量哉宮口の四目の）＄「⑰．
●・の四口の①Ｈ‐四四一］叩⑦富計計、○罰戴ロ量①②量冴鼠伊四口の四口目①）』程『・
【・向・国国の⑩の］》因・少・ロ２ｍｍの【》のご冨酉ミヨ昏扇のｇこの鼠国貝】＆》］・霊・
門雰昼○曽菖Ｑｓ侭吾時ごミミ量⑩禽守昌虎三畳）香母忌、へ計冒の冨冴めい『ぐ。］。＋』のロロロ］、曰の員》ｚ①巨○豈碑の］》乞筥Ｉ皀詮・
円罰。蔵・菖菖□ご同妬興侭、貝ご呑封§（計冒の菖冴鼠⑦ぐ○一・ｚの口、彦騨の一）皀已ｌ皀皀・
卑冒‐用①息し］］の日目貝司琴偲守曼さ冴冒の冨冴思い目の四目の》乞誤・
弓・’○・三口一Ｎの円の斤口具【、輿』ミロト津ミミ、‐嵜苛曽斡鼠旧目の四目の》』ｃ筐．
〕・閃・甸】のＯ耳の【の斤四曰［のの》旧の」ご｛ミーの屡旦回冒尉ｑ否ｓ句討、ａご苫、国、苫葺『斌三○昌一のＨ）＄。・
句【目ｍ○一の勺①『○斤》旧Ｓｍミ園、ミコベミ＆ミミ民○の急ぐの》ご『の．
○・‐シ・●ずのぐ巴一四Ｎ旧Ｓｍ聟房思のの『‐⑮一行一ｍ。＆ごｓ一言弓狩》Ｆ四口のロロロの》］や詮・
］・‐］・Ｐ巨言の庁囚昌円のの》□（葛冨ミミ彊蚕、マミへ計冒】》§ｑ８尋・菖員勺四国の》已霊・
○の。后①の⑦円。＆①四目、計ご舅ｑ青田【ミ計ミミの可言）の鼠団の曰》の．Ｑ・
新聞記事（特にタイトルを記したもの以外は〈「ごミー冨己（計〔ｗ③忌冨〉）
］・』・『、一一『・函・『、一〈ロ、富Ｃｓ冨討〉函・』・『四百『・』・『、一］⑦．←・「ロー〕⑦。ｍ・「巴』』・］』・『①一四・一・⑫三四℃。、．⑫』ロ、．ｍ・函酉一］←・函・函酉へ］「・』・函一一四一・の．
②←一山函・吟・函切一』、．』．⑫『一画桿・四・ｍ「一〈傷いい帛由、ミミロの〉］ロ・Ｐ⑪『一『・②・函『へ』四・』・函「一①．』国・函「一画Ｃ・］四・ｍ『一くい唱吊｛、量『飼い〉③．』・函函一国函・国．⑭函へ
くいの一受ミミ〉骨⑤．←・函函ロト・車・函⑭』一・℃・ｍｍ－』』◎・函⑫一ｍ・臣・ｍｍｐ『』四・ｍｍ一画③・桿図・ｍｍ－ｍ・』・函ｃ一国『・函．、＠口、．←・窓一国Ｃ・函・函垣・
くい。宛ミミョロ評〉（しｍｍｏＱ四豆。ご『○口］四口』の。①の。］昼四］】芯埣四目８℃け○口の一言○ロぐの日のヨ８日ロロユ）叩旧局の日】のｎ国貝吊【。（四ぐ風］乞圏）↓
②］のロロ日ｑｏｃ員］一の（］ｃ宅））ｚ『○口．
｛山の口】・『局の）
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